
平成２４年第２回府中町議会定例会 

会 議 録（第１号） 

 

１．開 会 年 月 日     平成２４年６月１５日（金） 

２．招 集 の 場 所     府中町議会議事堂 

３．開 議 年 月 日     平成２４年６月１５日（金） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．出席議員（１８名） 

   議長  中 村  勤  君     副議長 中 井 元 信 君 

   １番  慶 徳 宏 昭 君     ２番  岩 竹 博 明 君 

   ４番  木 田 圭 司 君     ５番  益 田 芳 子 君 

   ６番  吉 田 美江子 君     ８番  小 菅 巻 子 君 

   ９番  梶 川 三樹夫 君    １０番  繁 政 秀 子 君 

  １１番  山 口 晃 司 君    １２番  林    淳  君 

  １３番  山 西 忠 次 君    １４番  中 村 武 弘 君 

  １５番  西 山 光 雄 君    １６番  西   友 幸 君 

  １７番  上 原  貢  君    １８番  加 島 久 行 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．欠席議員（０名） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６．付議事件 

  １ 会議録署名議員の指名 

  ２ 会期の決定 

  ３ 諸報告 

    （１）議長報告 

    （２）常任委員会委員長報告 

    （３）議会運営委員会委員長報告 

    （４）特別委員会委員長報告 

    （５）監査委員報告 

  ４ 町長就任あいさつ 
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  ５ 町長報告 

    ・行政報告 

    ・報告第６号 専決処分の報告について 

    ・報告第７号 予算の繰越明許の報告について（一般会計） 

    ・報告第８号 財団法人府中町開発公社の経営状況について 

    ・報告第９号 府中町土地開発公社の経営状況について 

  ６ 請願第 １号 「住宅リフォーム助成制度」「小規模修繕工事契約登録者制 

           度」の実施を求める請願 

  ７ 請願第 ２号 地域経済の振興と府中町内の中小建設業者の営業を守るための 

           請願 

  ８ 請願第 ３号 町民の住宅改修要求に応え、中小業者の仕事起こしにつながる 

           「住宅リフォーム助成制度」の実施を求める請願書 

  ９ 委員会提出第１号議案 平成２３年請願第１号、第２号及び第３号の不採択に 

               対する附帯決議について 

 １０ 報告第 ２号 専決処分の承認について 

 １１ 報告第 ３号 専決処分の承認について 

 １２ 報告第 ４号 専決処分の承認について 

 １３ 報告第 ５号 専決処分の承認について 

 １４ 第２７号議案 平成２４年度府中町一般会計補正予算（第１号） 

 １５ 第２８号議案 平成２４年度府中町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 １６ 第２９号議案 外国人登録法の廃止等に伴う関係条例の整理に関する条例の制 

           定について 

 １７ 第３０号議案 府中町ひとり親家庭等医療費支給条例の一部改正について 

 １８ 第３１号議案 府中町火災予防条例の一部改正について 

 １９ 第３２号議案 工事請負契約の締結について 

 ２０ 第３３号議案 工事請負契約の締結について 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７．説明のため会議に出席した者 

      町 長   和多利 義 之 君 

      副 町 長   佐 藤 信 治 君 
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      教 育 長   高 杉 良 知 君 

      総 務 部 長   寺 尾 光 司 君 

      企 画 財 政 部 長   高 石 寛 智 君 

      生 活 環 境 部 長   木 谷 賢 二 君 

      福 祉 保 健 部 長   権 現 通 洋 君 

      建 設 部 長   森 島 正 二 君 

      向洋駅周辺区画整理事務所長   佐々木 久 氏 君 

      消 防 長   中 村 克 司 君 

      総 務 部 次 長   谷 崎 文 男 君 

      生 活 環 境 部 次 長   石 田 雅 彦 君 

      生 活 環 境 部 次 長   梶 川 幸 正 君 

      建 設 部 次 長   土 手 澄 治 君 

      建 設 部 次 長   和 田 敏 信 君 

      向洋駅周辺区画整理事務所次長   河 中 健 治 君 

      消 防 次 長   中 川 和 幸 君 

      財 政 課 長   中 西   肇 君 

      企 画 幹   河 本 裕 治 君 

      税 務 課 長   神 永 和 明 君 

      福 祉 課 長   新 見 公 平 君 

      保 険 年 金 課 長   金 川 秀 之 君 

      高 齢 介 護 課 長   脇 本 哲 也 君 

      下 水 道 課 長   太刀掛 雅 博 君 

      補 償 課 長   金 光 一 隆 君 

      総 務 課 長 （ 教 委 ）   戸 田 秀 生 君 

      学 校 教 育 課 長   金 藤 賢 二 君 

      社 会 教 育 課 長   中 野 真 司 君 

      予 防 課 長   佐々木 和 也 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８．職務のために会議に出席した者 

      議 会 事 務 局 長   花 田 智 史 君 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

９．議事の内容 

（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（中村 勤君） おはようございます。 

  開会前ですが、本日昼休憩の時間に入りましたら、直ちに議員共済会を開きたいと

思いますので、第２委員会室へお集まりください。内容は、前年度の決算承認のみで

ございますので、時間は余りとらないと思います。よろしくお願いをいたします。 

  ただいまの出席議員１８名で定足数に達しておりますので、議会は成立いたしてお

ります。よって、平成２４年第２回府中町議会定例会を開会します。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程でございますが、お手元に配付いたしております日程で会議を進め

てまいりたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、議事日程のとおり会議を進め

ることと決定をいたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日は、６番吉田議員、７番中井議員を指名いたします。よろしくお願いをいたし

ます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第２、会期の決定についてを議題に供します。 

  今定例会の会期につきましては、案としてお手元に配付しておりますとおりです。 

  それでは、お諮りいたします。 

  今定例会の会期は、本日から６月１９日までの５日間といたしたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議ないようでございますので、今定例会の会期は、本日か

ら１９日までの５日間と決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第３、諸報告に入ります。 
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  まず、議長報告を行います。 

  ３月定例会以降、５月１０日に広島県町議会定例議長会に出席いたしました。 

  協議事項として、議長会から選出の広島県市町総合事務組合の組合議員の任期満了

に伴い２名の推薦を行い、会長である北広島町の加計議長、私、中村が就任いたしま

した。 

  それからもう一件、経済が急成長しているベトナムとの国際交流とその実態を調査

研究するため、海外視察研修、ホーチミンほかの実施について協議されました。これ

は各町への外国人観光客誘致の活性化や、日本企業の現地活動状況を把握するため行

われるものですが、かねてから本町議会としては、海外視察研修につきましては町民

への理解が得られないということから、欠席の意向を伝えております。 

  また、報告事項として、現職議員が亡くなられたことで、功労金１５０万円を専決

処分により給付したことの報告がございました。 

  続いて、５月２５日、皆さんも参加されました広島県町議会議長会主催の議員研修

会に出席しております。内容は省略させていただきます。 

  最後に、５月２９、３０日の両日、東京で第３７回町村議会議長等研修会に出席い

たしました。 

  内容は、埼玉県嵐山町議会議長から「わが町の議会活性化への取り組み」としての

事例紹介と、「今後の町村議会のあり方と自治制度」についてシンポジウムが行われ

ました。 

  また、翌日には、山形弁研究家のダニエル・カール氏の「日米文化比較論」と、総

合科学大学教授の藤田紘一郎氏の「議員の健康管理」の講演が行われました。 

  なお、各報告事項の資料につきましては事務局にございますので、参考にしていた

だければと思います。 

  以上で議長報告を終わります。 

  次に、各委員会の委員長報告を行います。 

  総務文教委員会、山西委員長、お願いします。 

○１３番（山西忠次君） 皆さん、おはようございます。総務文教委員会の報告をさせ

ていただきます。 

  ３月定例議会以降、４月２３日に委員会を、６月７日に委員会並びに協議会を開催

いたしております。 
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  ４月２３日は、学校教育に関する事務調査ということで、平成２４年度の県費負担

教職員の人事異動の概要と、児童・生徒数についての報告を受けております。 

  なお、当日は、５月１０日から１１日にかけて、東京都中野区への行政視察につい

ての事前の勉強会を開催いたしました。行政視察につきましては、皆様のお手元に出

張報告として配付していますので、参考にしていただければと思います。 

  また、６月７日には、協議会で今定例会に向けた資料の説明を受け、委員会での行

政視察の出張報告の整理を行っております。 

  なお、本会議から当委員会への付託議案はございませんでした。 

  以上をもちまして、総務文教委員会の報告を終えます。 

○議長（中村 勤君） 厚生委員会、吉田委員長、お願いします。 

○６番（吉田美江子君） おはようございます。厚生委員会の報告をさせていただきま

す。 

  厚生委員会では、３月定例会以降、４月２５日及び６月６日に委員会を開催いたし

ました。 

  ４月２５日の委員会では、生活環境に関する事務調査ということで、平成２３年度

の生活安全指導委員の活動状況についての報告と、第２次男女共同参画プランの策定

について報告を受けました。 

  また、６月６日には協議会を開催し、６月定例会の案件について説明を受けました。 

  委員会では、生活環境に対する事務調査ということで、環境センター内のストック

ヤード建設工事についての説明を受けました。委員からは、隣接道路の工事車両等へ

の安全対策をしっかり行ってほしいという要望も出ておりました。 

  次に、社会福祉事業に関する事務調査ということで、独立死の防止対策として、本

町における取り組みについての説明を受けるとともに、行政視察の出張報告の整理を

行っております。出張報告書は皆様のお手元に配付しておりますので、ごらんいただ

きたいと思います。 

  なお、３月定例会以降、本委員会に付託された案件はございませんでした。 

  これで厚生委員会の報告をいたしました。終わります。 

○議長（中村 勤君） 建設委員会、小菅委員長、お願いします。 

○８番（小菅巻子君） 皆さん、おはようございます。建設委員会から報告をいたしま

す。 

- 6 - 



  ３月定例会以降、４月２７日と６月７日に委員会を開催し、５月１７日から１８日

にかけて行政視察を行っています。 

  まず、４月２７日の委員会は、開会前に人事異動に伴う職員の紹介を受けました。

委員会においては、工事請負契約の締結と工事請負変更契約の締結の報告を受け、ま

た一部協議会に切りかえて、定例会案件の概要を聞いております。 

  なお、付託案件に関して、２月の委員会で採択前に行政視察を行いたいという意見

がありましたので、それを踏まえて視察先を決めることを確認しております。 

  ５月１７日の行政視察の内容につきましては、出張報告にまとめて皆様のお手元に

配付をしておりますので、ごらんをいただければ幸いに思います。詳しい資料につき

ましては事務局においてありますので、参考にしていただきたいと思います。 

  ６月７日は建設事業に関する事務調査ということで、工事請負契約の締結、公社の

用地取得に対しての報告を受けております。 

  また、定例会前の委員会ということで、一部協議会に切りかえて、この定例会の案

件の概要を聞いております。 

  なお、当委員会に付託されておりました平成２３年度請願第１号から請願第３号に

関して審議を行いました。これにつきましては後ほど報告させていただきたいと思い

ます。 

  以上、建設委員会についての報告を終わります。 

○議長（中村 勤君） 議会運営委員会及び議会報特別委員会、上原委員長、お願いい

たします。 

○１７番（上原 貢君） 議会運営委員会の報告を行います。 

  ３月定例会以降、議会運営委員会を昨日の６月１４日に開催しております。 

  内容は、今定例会の運営についてということで、３月定例会以降に受理された陳情

書などの報告や、会期についての協議を行いました。 

  以上、簡単ですが、議会運営委員会の報告を終わります。 

  続いて、議会報特別委員会の報告をさせていただきます。 

  ３月の定例会以降、３回の委員会を開催しております。 

  平成２４年４月１０日は、議会だより１２５号の編集として、原稿の推敲、見出し

の決定及び写真について調整を行いました。これを初校の原稿としております。 

  ４月１７日は、初校をもとにタイトル及び使用写真の決定、原稿の校正を行いまし

- 7 - 



た。これを再校の原稿として、皆様に５月１日付の議会だよりをお配りしております。 

  昨日の６月１４日は、今議会の内容をお知らせする議会だより１２６号の編集につ

いて、原稿の執筆担当の確認及び今後の委員会の日程について協議を行いました。 

  以上で議会報特別委員会の報告を終わります。 

○議長（中村 勤君） 次に、自治制度特別委員会、繁政委員長、お願いします。 

○１０番（繁政秀子君） おはようございます。自治制度特別委員会委員長報告をさせ

ていただきます。 

  自治制度特別委員会では、３月定例会以降、５月３１日に委員会を開会いたしてお

ります。 

  当日の案件ですが、地域主権改革の取り組みと成果についての説明を受けました。 

  続いて、当委員会がこれまで調査してきた２年間の内容を調査研究報告書としてま

とめを行いました。その報告書につきましては、委員外議員の皆さんにも配付をさせ

ていただいておりますので、その内容につきましては省略をさせていただきます。 

  以上で自治制度特別委員会委員長報告を終わります。 

○議長（中村 勤君） 都市問題特別委員会、中村武弘委員長、お願いします。 

○１４番（中村武弘君） 皆さん、おはようございます。都市問題特別委員会の報告を

させていただきます。 

  平成２４年３月定例会以降、６月１日に第１６回目の委員会を開催しました。 

  町長報告において、区画整理事業は連続立体交差事業の見直しによる影響が出ない

ように進めていきたいという報告がありました。 

  また、区画整理事業の事業費が、当初計画より５３億６，０００万円膨らむ見込み

と、あわせてその財源確保のため、現在国交省等と協議が整いつつある旨の報告を受

けました。付議案件の事業の進捗状況について、工事及び補償契約等の状況などの説

明を受けております。 

  次に、区画整理事業の見直しについてですが、事業費が増額となった要因や、その

財源確保についての子細な説明を受けています。委員からは、事業費が増額となった

要因や、今後の財源の見通しについて質問が出され、それぞれ説明を受けております。 

  また、委員会を協議会に切りかえて、繰越明許についての説明を受けております。 

  以上で都市問題特別委員会の報告を終わります。 

○議長（中村 勤君） 次に、監査報告をお願いします。 
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  西山監査委員。 

○１５番（西山光雄君） おはようございます。それでは、府中町監査委員報告を行い

ます。 

  なお、監査は府中町代表監査委員竹中敏幸並びに監査委員西山光雄の両名が実施い

たしました。 

  まず、例月出納検査につきましては、地方自治法第２３５条の２第１項の規定に基

づき、平成２４年２月分を平成２４年３月２３日に、平成２４年３月分を平成２４年

４月１８日に、平成２４年４月分を平成２４年５月１５日にそれぞれ実施いたしまし

た。 

  検査の結果については、お手元に配付している資料のとおり、現金の出納は適正で

あると認めます。 

  次に、定期監査につきまして、地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき、平成

２３年度第４期定期監査として、平成２４年１月２０日から３月１日まで、社会福祉

法人及び公益社団法人補助金経理処理の状況について実施いたしました。 

  監査の結果については、お手元に配付している資料のとおり、経理に関する事務は

適正に執行されていると認めます。 

  以上、府中町監査委員報告を終わります。 

○議長（中村 勤君） 以上ですべての報告を受けました。 

  続いて、各報告に対する質問に入ります。 

  まず、議長報告に対して質問のある方。 

  １０番繁政議員。 

○１０番（繁政秀子君） 済みません、よく聞いてなかったんですが、１５０万円ほど

弔慰金かな、何か出されて、それ議長会のほうから出たように聞いたんですが、それ

は現職の議長さんが亡くなって出たのか、どういうことで１５０万円のお金が出たの

か、もう少し詳しく教えてもらいたい。 

○議長（中村 勤君） これは従来から決まっておりまして、私どもの議会からします

と山崎議員、それから須山議員、私が現職のときにはそのお二方にもその額が、定か

には私そのとき議長ではございませんでしたので存じ上げておりませんが、いただい

ているという、現職の方が亡くなられたことに対しての弔慰金。功労金という名前が

ついてますけれど、弔慰金とみなしていただければよろしいかと思います。 
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  以上です。 

  ほかにございませんか。 

  １５番西山議員。 

○１５番（西山光雄君） さっきベトナム視察の件が出てまして、一昨年でしたかね、

中国新聞にかなりたたかれまして、うちの議長は当初から行かれないということでよ

かったんですけれども、今は県会議員が海外視察しても、新聞で本当にそのコストを

かけるだけの成果があるのかどうかいうのが大変問題になっておりまして、かなりの

県が、県会議員でさえも海外視察は中止してますけれども、うちの中村議長は行かれ

ないということを言われましたけど、ほかの状況はどのようなんでしょうかね。 

○議長（中村 勤君） 先般の５月１０日にありました議長会におきましては、９名の

議長が集まりまして、行かないという、昨年の６月６日から私はずっとそれを通して

るんですが、それが１人。それからもう一人の方は、全額自己負担であればというこ

とが１人おられます。あとの７名の方は一部負担なんですが、公費を使って行かれる

ということでございます。よろしいですか、それで。 

○１５番（西山光雄君） ７名は行かれると。 

○議長（中村 勤君） ７名は行かれると。１名の方の全額負担でということについて

は、私はその後聞いておりません。 

  ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、次に参ります。 

  総務文教委員長報告に対し、質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 質問がないようですので、次に参ります。 

  厚生委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、次に参ります。 

  建設委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、次に参ります。 

  議会運営委員会及び議会報特別委員長報告に対して質問のある方。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、次に参ります。 

  自治制度特別委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようですので、次に参ります。 

  都市問題特別委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、次に参ります。 

  監査委員報告に対して質問のある方。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、以上をもって諸報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第４に入る前に理事者の出席を求めますので、しばらく休

憩をいたします。再開は１０時１０分再開といたします。休憩。 

（休憩 午前 ９時５８分） 

○議長（中村 勤君） 議会の再開前でございますが、毎年６月議会では、４月の職員

の人事異動者の紹介を受けております。御紹介をお願いいたします。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 早速でございますけども、議長からお話をしていただきまし

たように４月の人事異動ということで、きょうはお顔のほうを皆さん方に紹介をした

いと、こういうことでございます。 

  まず、３月３１日付の退職者は１１名でございます。４月１日付の新規採用職員は

１４名で、内訳といたしましては事務職が１０名、消防職が４名ということになって

おります。 

  同じく４月１日付の総異動者数は１１８名でございます。既に４月の各常任委員会

において、関係部署の職員紹介は行っておりますが、本日は課長職以上の職員を紹介

をさせていただくと、こういうことでございます。 

  まず、部長級でございますが、中村克司生活環境部長から消防長になりました。 

○消防長（中村克司君） 引き続きよろしくお願いいたします。 

○町長（和多利義之君） 次に、高石寛智、部長昇任。企画財政部次長から企画財政部
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長になりました。 

○企画財政部長（高石寛智君） 高石です。よろしくお願いいたします。 

○町長（和多利義之君） 次に、末釜由紀夫、部長昇任。福祉保健部次長から福祉保健

部参事になりまして、社会福祉法人「福祉の郷」へ派遣をさせていただいております。 

○福祉保健部参事（末釜由紀夫君） 末釜でございます。引き続きよろしくお願いしま

す。 

○町長（和多利義之君） 次に、木谷賢二、部長就任。監査委員事務局長から生活環境

部長になりました。 

○生活環境部長（木谷賢二君） 木谷でございます。よろしくお願いします。 

○町長（和多利義之君） 続いて、次長級ということになります。 

  土手澄治、建設部次長から建設部次長兼都市計画課長になりました。 

○建設部次長（土手澄治君） 土手です。よろしくお願いいたします。 

○町長（和多利義之君） 次に、和田敏信、次長昇任。建設部都市計画課長から建設部

次長兼監理課長になりました。 

○建設部次長（和田敏信君） 和田です。よろしくお願いします。 

○町長（和多利義之君） 次に、石田雅彦、次長昇任。生活環境部住民課長から生活環

境部次長兼住民課長になりました。 

○生活環境部次長（石田雅彦君） 石田です。よろしくお願いします。 

○町長（和多利義之君） 次に、梶川幸正、次長昇任。向洋駅周区画整理事務所補償課

長から、生活環境部次長兼町民生活課長になりました。 

○生活環境部次長（梶川幸正君） 梶川でございます。よろしくお願いいたします。 

○町長（和多利義之君） 次に、立石佳之、次長昇任。企画財政部財政課長から、議会

事務局次長になりました。 

○議会事務局次長（立石佳之君） 立石です。よろしくお願いします。 

○町長（和多利義之君） 次長級は以上でございますが、課長級でございます。 

  新見公平、福祉保健部保険年金課長から、福祉保健部福祉課長になりました。 

○福祉課長（新見公平君） 新見でございます。よろしくお願いします。 

○町長（和多利義之君） 次に、金川秀之、教育委員会事務局社会教育課長から、福祉

保健部保険年金課長になりました。 

○保険年金課長（金川秀之君） 金川です。よろしくお願いします。 
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○町長（和多利義之君） 次に、大瀬戸弘幸、議会事務局次長から監査委員事務局に異

動しました。 

○監査委員事務局（大瀬戸弘幸君） 大瀬戸です。引き続きよろしくお願いいたします。 

○町長（和多利義之君） 井上貴文、課長昇任。建設部都市計画課長補佐から、企画財

政部企画課長になりました。 

○企画課長（井上貴文君） 井上でございます。よろしくお願いいたします。 

○町長（和多利義之君） 次に、中西肇、課長昇任。企画財政部企画課長補佐から、企

画財政部財政課長になりました。 

○財政課長（中西 肇君） 中西です。よろしくお願いいたします。 

○町長（和多利義之君） 次に、河本裕治、再任用でございますが、企画財政部企画幹

になりました。 

○企画幹（河本裕治君） よろしくお願いいたします。 

○町長（和多利義之君） 次に、金光一隆、課長昇任。総務部税務課長補佐から向洋駅

周辺区画整理事務所補償課長になりました。 

○補償課長（金光一隆君） 金光です。よろしくお願いします。 

○町長（和多利義之君） 最後になりますが、中野真司、課長昇任。生活環境部住民課

府中南交流センター館長から、教育委員会事務局社会教育課長兼歴史民俗資料館長に

なりました。 

○社会教育課長（中野真司君） 中野です。よろしくお願いいたします。 

○町長（和多利義之君） 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

（再開 午前１０時１０分） 

○議長（中村 勤君） ありがとうございました。これからよろしくお願いをいたしま

す。 

  それでは、休憩中の議会を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第４、町長就任あいさつをお願いいたします。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 改めて、皆さんおはようございます。きょうは６月定例議会

ということで、先ほど日程を５日間と決定をしていただいております。町のほうから

は、議題といたしましては町長報告を含めて１３件を提供させていただくと、こうい
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うことにいたしております。よろしく御審議方をまずお願いしておきたいと。 

  それでは、ただいま議長より紹介をいただきましたが、４期目の大任を果たさせて

いただくことになりました。町民の皆さんの温かい御支援に対しまして、心から感謝

を申し上げるとともに、町のために全力を尽くしていこうと決意を新たにさせていた

だいておると、こういうことでございます。 

  さて、４期目の町政を担当するに当たり、まちづくりに対する基本的な考え方を申

し上げ、町民、議会の皆様方の御理解をいただくとともに、一層の御支援と御協力を

お願いをさせていただきたいと存じます。 

  第３次総合計画の計画期間は余すところ３年余りとなり、計画期間１５年間の総括

と、それを踏まえた次期総合計画の策定へ向かっての新たな視点による方向性を示し

ていく時期に差しかかっております。 

  まずは第３次総合計画に掲げた町の将来像「ひとがきらめきまちが輝くオアシス都

市あきふちゅう」の実現に向けて、全力で邁進をしてまいりたいと、このように思い

ます。便利な暮らし心地のための向洋駅周辺土地区画整理事業、安心な暮らし心地の

ための学校施設耐震化事業、そして快適な暮らし心地のための公共下水道事業を中心

に、補助街路（街路と街路を結ぶ生活幹線道路）事業、健康づくり事業など、後期基

本計画事業を着実に実行をしてまいりたいと考えております。そのためには、３期目

までにしかけた抜本行財政改革をなし遂げ、簡素で効率的な行財政の執行体制を確立

をしていかなければならないと、このように思っております。 

  また、あわせて町史始まって以来の大事業である土地区画整理事業や学校耐震化事

業を計画的、着実に進めて行くためには、国や県への密接な連携などにより、少しで

も有利な財源を確保することをも知恵を絞りながら、社会変化にも的確に対応してい

くことが重要だとも考えております。 

  次に、次期総合計画の策定に向かっての方向性といたしましては、全国的に少子化、

高齢化や人口の減少傾向に歯どめがかかっておりません。そうした中でも地域の活力

を維持し、一層発展させるまちづくりを目指した計画とさせていただきたいと、この

ように思っております。 

  具体的には、社会や経済変化の著しい昨今、計画期間は１０カ年程度とすべきでは

ないかと、このようにも考えております。また、期間が終わる４年先ごろには、向洋

駅周辺土地区画整理事業は折り返し点に達します。学校耐震化事業は進捗率が８０％
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以上に達する見込みとなりますし、公共下水道事業も終盤を迎えるというように、既

存の大型事業は峠を越え、都市基盤整備を中心としたまちづくりの先行きは、おおむ

ね見通せるようになるのではないかと思っております。このことから、次期総合計画

では、これまでにストックした社会資本を有効的かつ効果的に活用する施策が大きな

ウエートを占めるようになり、ハード事業中心からソフト事業へ転換していくと想定

もしているところでございます。 

  また、計画策定に当たっては、社会動向や国の制度改正などに左右されることがあ

りますので、早い時期から検討、準備を進め、社会情勢、経済情勢を織り込みながら、

確実な財政見通しを立てるとともに、時代の転機を見定め、議会、住民の皆さんの理

解を得ながら、着実に実現可能な総合計画としてまとめていきたいと、このようにも

考えております。 

  国では明治以来の中央集権体質から脱却し、国、県、市町村は、上下の関係からパ

ートナーシップの関係となる地域主権（地方分権）改革を推し進めております。地域

主権の理念にのっとり、自主自立した基礎自治体として地域の活性化を図り、日本一

暮らしやすい府中町とするために、微力ではございますが、町民、議会の皆さんとと

もに最善を尽くしてまいりたいと、このように思っております。引き続き皆様方の御

支援と御協力をいただくべくお願いをいたしまして、一言就任に当たりましてのごあ

いさつとさせていただきたいと、このように思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村 勤君） ありがとうございました。 

  以上で日程第４、町長就任あいさつを終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 続いて、日程第５、町長報告を行います。 

  最初に、行政報告からお願いします。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） １点だけですが、報告をさせていただきたいというふうに思

います。 

  例年、報告をさせていただいているところでございますが、ことしも５月３１日に

出納閉鎖となりましたので、平成２３年度決算の見込みについて報告をさせていただ

きたいと、このように思います。 

  平成２３年度一般会計の決算規模は、歳入総額１４４億６，８００万円、歳出総額
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１４４億４，０００万円で、翌年度へ繰り越すべき財源を除き、１，０００万円余り

の剰余金が生じるものと見込んでおります。 

  まず、歳入でございますが、町税全体では対予算額３，０００万円増の６６億

３，６００万円となりましたが、国庫支出金では平成２３年１０月以降に子ども手当

の制度見直しが行われたため、対予算額１億９，２００万円減となりました。 

  また、町債では対予算額２億５，２００万円減の２０億３，３００万円の借り入れ

を行いました。この中には借換債２億円余りが入っておるということでもございます。

歳入総額では、昨年度へ繰越明許財源を除いて対予算額９億１，２００万円減となる

見込みでございます。 

  歳出では、予算に計上したまちづくりへの取り組みを着実に実施し、適正な事業執

行の結果、翌年度への繰越明許分を除いて対予算額９億２，２００万円減となる見込

みでございます。不用額は５．７％になりました。 

  また、財政調整積立金については、最終予算では６億１，８００万円の取り崩しを

予定しておりましたが、１億７，０００万円の取り崩しになり、同基金残高は対前年

度比１億６，２００万円減の１３億８，８００万円となり、おおむね実施計画で見込

んでいた額のとおりになったということでございます。 

  取り崩しの内訳といたしましては、国保会計へのルール外の繰り出し９，７００万

円や、当初予算には想定していなかった法人町民税の過誤納還付金５，８００万円な

どがあります。 

  以上が一般会計の決算見込みの概要ですが、各特別会計においても適正な予算執行

の結果、赤字決算はございませんでしたと言いながらも、先ほど申し上げましたとお

り、国保会計では引き続いて実質的な赤字を抱えておりまして、９，７００万円を繰

り入れを平成２３年度もさせていただいたと、こういう内容になっております。よろ

しくお願いをいたします。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） ただいまの行政報告に対し質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、行政報告を終わります。 

  続いて、報告第６号、専決処分の報告についてをお願いします。 

  町長。 
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○町長（和多利義之君） 報告第６号 平成２４年６月１５日提出。 

  専決処分の報告について。 

  工事請負契約の変更について、次のとおり専決処分したので、地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第１８０条第２項の規定により報告をする。 

                             府中町長 和多利義之 

  詳細につきましての説明は、建設部長がさせていただきますので、よろしくお願い

をいたします。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（森島正二君） 皆さん、おはようございます。建設部長です。報告第６号

の専決処分の報告について補足説明をいたします。 

  工事名、関連公共下水道２３－４築造工事。 

  工 事 場 所 が 、 府 中 町 み く ま り 二 丁 目 。 請 負 金 額 、 変 更 前 が ５ ， １ ７ １ 万

２，５００円、変更後が６，１４９万８，５００円で、９７８万６，０００円の増額

でございます。請負人は、安芸郡府中町山田四丁目１５番８号 ミヤケ工業有限会社

でございます。 

  今回の工事は、砂原第２処理区の汚水管の整備でございます。工事箇所はみくまり

二丁目の区域で、総社会館から北側の町道御衣尾永田線、町道みくまり１１号線、

１３号線、９号線内の工事でございます。 

  主な変更内容でございますが、幅員の狭い道路内の開削工法部の延長２７８メート

ル区間におきまして、大きな転石が連続的に確認されたため、人力による取り壊し処

分費を追加をいたしました。また、それに伴う工事日数の増加による交通整理員を追

加したものでございます。 

  また、延長１８１メートル区間におきまして、既設アスファルト舗装厚が１１セン

チあったため、当初設計の４センチから１１センチへ変更いたしまして、取り壊し処

分費を追加したものでございます。 

  変更前の契約金額につきましては、議会の議決を得た日は平成２３年６月１７日、

専決処分年月日は平成２４年３月２８日でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いをいたします。 
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○議長（中村 勤君） 続いて、質問に入ります。質問のある方。 

  ９番梶川議員。 

○９番（梶川三樹夫君） これが余り金額が大きいもんですから、今説明がありました

ように大きな転石が相次いだということですが、もうちょっと詳しく交通整理員が何

名ふえたのかとか、期間がどのぐらい延長になったのかとか、ほかにもありましたね。

ちょっともうちょっと細かく教えていただきたいと思います。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  下水道課長。 

○下水道課長（太刀掛雅博君） まず、転石について説明しますと、当初設計では砂質

土で掘削を見込んでました。転石が出るであろういうことは想定されますが、どの程

度出るかということがわかりませんので、当初設計では転石は計上しておりません。

転石について言いますと、現場では岩盤のような２メーター近いような転石が結構出

てきまして、立米数で言いますと、２１９立米転石が出ております。 

  それと、誘導員についてですが、当初２名で考えておりましたが、北小学校の区域

で登下校に影響があること等ありまして、地元と協議した結果、プラス一、二名する

ということで、総追加人員は２１３名増員しております。 

  工期につきましては、実質１週間程度しか延ばしておりませんが、これは契約工期

でありまして、実際現場では転石を除去し、その日のうちに管が一本も敷設できない

で、また埋め戻したと、そういうような事態もございまして、工期はぎりぎりまでか

かりました。 

  そのほか変更内容ですが、現場の表層が４センチは、通常３メートル程度の道では

想定して設計します。ところが、実際１１センチあったと。これは維持管理をしてい

く上でクラック等が入りましたら、オーバーレイ何回もかけて、結局現場では１１セ

ンチあったと。これも先ほどの転石と一緒ですが、当初設計ではどうしても４センチ

と見込みます。掘り返していく中でそういう結果が出て、これには転石にしろ、舗装

にしろ、うちの担当職員が現場で立会し、写真に入り、確認しております。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） よろしいですか。 

  １５番西山議員。 

○１５番（西山光雄君） 下水道事業も大分進んでから、あと少しになりましたけども、
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過去にもこういう話はずっと出てきよるわけよね。今までのノウハウがあったはずな

んじゃけど、そういうノウハウを何でこういうときに織り込まれんのかなと。今想定

しとったが、想定外とは余り言いたくはないけど、そういうものはもうあると思うん

じゃ、私ノウハウが、蓄積されたもんが。それを見込んでやっぱりこういうことを考

えんと、常にこれがつきまとうよね。その点どうですか。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  下水道課長。 

○下水道課長（太刀掛雅博君） 西山議員の言われるとおりかもわかりませんが、当初

設計では一番安い方向で設計をすると。これは議場でなく、多分委員会で申し上げま

したが、土木工事の場合、変更したら大抵の場合は増額になります。それは当初設計

をぎりぎり安いところで想定して、現場で新たに予期せぬことが起こったときに増額

する。減額になるような場合は、ある部分を取りやめたとかいうものに限られるんで

はないかと。これからも工事については当初設計は安価な方法で考え、現場で特別な

ことが起こりましたら、また変更いうことになりますんで、今後ともよろしくお願い

したいと思います。 

○議長（中村 勤君） 西山議員、よろしいですかね。 

  １番慶徳議員。 

○１番（慶徳宏昭君） この工事現場、去年毎日見てましたんで、どんだけ大変かいう

のはよくわかるんですよ。ただ、西山議員も言われたように、みくまり地区というの

は御存じだと思いますが、大正末期の洪水でなく江戸時代に大洪水があって、うちの

ほうはもう転石だらけなんですよ。だから、御衣尾永田線のときも大変でした。そら

４メーターぐらいの石が出るわけです。それを壊さにゃいけん。ほいで、ここのとこ

ろも一緒なんですよ。問題なのは、今年度５本ぐらい下水道工事を、議案で２件です

か、のっていますし、町内会で言うと、御衣尾、江本寺、それから石井城上あたり、

家を建てよう思っても、石が邪魔してから建てられんのですよ。何とかこうやって一

番安い金額で見積もって出すというのはよくわかるんですが、ことしやられる５本の

工事、全部これ設計変更で増額になりますよ。もう少し、私もすっきりしませんが、

すっきりした形で何か考えられんと、議員さんも消化不良を起こすんじゃないか思い

ますが、いい方法がありゃ考えておいていただきたい。これ要望です。 

○議長（中村 勤君） 町長。 
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○町長（和多利義之君） 今、慶徳議員がおっしゃるように、過去水害で、地名も石田

いうところですから、これはまさに石がいっぱいあると、こういうことであるように

聞いておるんですが、先ほどの１５番西山議員の話ですが、太刀掛課長がおっしゃる

とおりなんですが、もっとわかりやすく言えんかのという感じが私はちょっと感じた

んです。それは過去からそうなんです。そういう事例あるんですが、もし設計に織り

込むとしたら、恐らく１メーターおきに全部ボーリングして設計に織り込まにゃいか

ん。そしたら、その方が高いから出たとこ勝負、格好は悪いがその方が極めて安く上

がると、こういうことでこういう手法をとっとるんだと、こういうことで理解をいた

だきたいと、こういうことです。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、報告第６号、専決処分の報告につ

いてを終わります。 

  続いて、報告第７号、予算の繰越明許の報告について（一般会計）、報告を求めま

す。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 報告第７号 平成２４年６月１５日提出。 

  予算の繰越明許の報告について（一般会計） 

  平成２３年度府中町一般会計予算の繰越明許費繰越計算書を調製したので、地方自

治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４６条第２項の規定により報告をする。 

                             府中町長 和多利義之 

  詳細につきましては、企画財政部長がさせていただきますので、よろしくお願いを

いたします。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） 報告第７号、一般会計の予算の繰越明許の報告につい

てを補足して説明いたします。 

  この予算の繰越明許の報告は、３月議会で補正予算として繰越明許の限度額の議決
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をいただいたところですが、今年度に入り翌年度繰越額が確定しましたので、その内

容を報告するものです。 

  裏面の平成２３年度繰越明許費繰越計算書をごらんください。 

  平成２３年度歳出予算から平成２４年度歳出予算に繰り越しする事業は５事業で、

翌年度繰越額の合計額は７億３４９万９，２００円となりました。 

  それでは、事業ごとに説明いたします。 

  款 民生費、項 児童福祉費、事業名、子ども手当等給付事業は、３月に改正予定

であった子供のための手当支給に伴う電算システム改修が、平成２３年度内に完了す

ることが困難であったために繰り越ししたもので、繰越額は８９７万７，５００円と

なりました。なお、子ども手当は、児童手当法に基づく児童手当として改正、成立し

ております。 

  次に、款 土木費、項 都市計画費のうち、事業名、向洋駅周辺土地区画整理事業

は、繰越額１億４，０９４万４，７００円で、補償物件の移転完了が年度内に終わら

ない見通しであったため、繰り越しをしたものです。既収入特定財源は、県道負担金

として広島県から交付を受けたものです。 

  事業名、県施行街路事業負担金事業は、広島県が大洲橋青崎線の平成２４年度施行

予定であった工事を前倒ししたことにより繰り越ししたもので、繰越額は１２０万円

となりました。 

  次に、款 消防費、項 消防費、事業名、消防団活動事業は、年度末までに納入が

困難な水防用資機材、夜間活動用資機材の購入について繰り越しをしたもので、

３１５万３，０００円の繰り越しとなりました。 

  次に、款  教育費、項  小学校費、事業名、小学校施設改修等事業は、５億

４，９２２万４，０００円の繰り越しとなりました。このうち４億８，８７９万円が

府中小学校の第２期校舎改築工事費及び管理委託料で、６，０４３万４，０００円が

同校体育館耐震補強の実施設計、工事費、管理委託料となっております。 

  繰越額の財源内訳は、本計算書記載のとおりで、平成２３年度から平成２４年度に

繰り越すべき一般財源の合計額は、既収入特定財源を含め１，８４６万４，２００円

となりました。 

  以上で補足説明を終わります。 

○議長（中村 勤君） 続いて、質問に入ります。質問のある方。 
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  １６番西議員。 

○１６番（西 友幸君） 済みません。今、小学校施設改修等事業で管理委託料が六千

数百万円いうてたしかお聞きしたと思うんですが、設計とか、設計料ですね、あと建

築料、これ多分含まれてないですよね、今の六千数百万の中にですね。ちょっと管理

委託料いうて、何と何を指すんかちょっと、あんまりちょっと六千数百万いうたら高

額じゃ思うんですよ、私は、管理委託でですね。何と何を指すんか、ちょっと御説明

をお願いしたいんじゃが、よろしくお願いします。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） 府中小学校体育館耐震補強の繰越事業費の内訳ですが、

６，０４３万４，０００円と申しました。 

  そ の 内 訳 と し ま し て は 、 実 施 設 計 ４ ６ ３ 万 ５ ， ０ ０ ０ 円 、 耐 震 補 強 工 事

５，３００万円、それから管理委託料と申しましたが、これは工事管理の委託料で

２４９万９，０００円となっております。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（中村 勤君） 西議員、よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、報告第７号、予算の繰越明許の報

告について（一般会計）を終わります。 

  続いて、報告第８号、財団法人府中町開発公社の経営状況について、報告を求めま

す。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 報告第８号 平成２４年６月１５日提出。 

  財団法人府中町開発公社の経営状況について。 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、財団

法人府中町開発公社の経営状況を次のとおり報告する。 

                             府中町長 和多利義之 

  詳細についての説明は、企画財政部長がさせていただきますので、よろしくお願い

をいたします。 
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  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） 報告第８号、財団法人府中町開発公社の経営状況につ

いて補足して説明いたします。 

  財団法人府中町開発公社においては、平成２４年度予算について平成２４年３月

６日に、また平成２３年度決算につきましては平成２４年５月２４日に理事会を開催

し、それぞれ承認をされております。 

  １ページをごらんください。 

  財産目録です。流動資産の項、預金は、広島銀行、広島商銀、広島市信用組合、広

島市農業協同組合の４行へ３，００６万３７２円となっております。 

  次に、固定資産の項です。定期預金２００万円は、町からの基本財産としての出捐

金で、昨年度と変わっておりません。土地は、池尻団地の土地を公募により売り払い

し た た め 、 面 積 が ４ ， ６ ８ ５ ． ８ ４ 平 方 メ ー ト ル 、 価 格 に つ き ま し て は ３ 億

４，７５９万２，５９０円となっております。備品、電話加入権は昨年と変わってお

りません。 

  資産合計は３億７，９７１万８６２２円となっております。 

  次に、負債です。流動負債の項、預かり金１０万２，００３円は、府中町から徴収

の受託をしている駐車場使用料の平成２４年３月分徴収の預かり金です。 

  固定負債の項、借入金と未払利息は、北小学校と青崎地区用地に係るもので、固定

負債合計は３億４，８３１万４１７円となっております。 

  負債合計は３億４，８４１万２，４２０円となっております。 

  最下段の正味資産は、資本合計から負債合計を控除したもので、３，１３０万

６，２０２円となっております。昨年と比較しまして、８８０万８，１３３円増加し

ております。 

  次に、２ページは貸借対照表です。平成２４年３月３１日の残高をあらわしたもの

となっております。財産目録とほとんど内容が重複しておりますので、説明は省略さ

せていただきます。 

  次に、３ページは正味財産増減計算書です。先ほどの正味資産の増加内容となりま

す。Ⅰ、一般正味財産増減の部、１、経常増減の部、経常収益は、預金利息が４万
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８，４２９円です。 

  経常費用は事務費等に要した費用で、報酬、手数料等の経常費用計は４１万

７，３２７円です。 

  差し引き当期経常増減額は、マイナス３６万８，８９８円です。 

  ２、経常外増減の部の（１）土地売却益９１７万７，０３１円は、土地売り払い収

入１，５０８万６，６７３円から、土地の取得原価５９０万９，６４２円を差し引い

た金額です。 

  当期一般正味財産増減額８８０万８，１３３円は、経常外収益計に当期経常増減額

を加算した金額となっております。 

  一般正味財産期首残高は、平成２３年４月１日現在の残高で、一般正味財産期末残

高は、この期首残高に当期の増減額を加算したもので、３，１３０万６，２０２円で

す。 

  次に、４ページが剰余金処分計算書です。正味財産増減計算書の正味財産増加額は、

その全額を決算補てん積立金で処理します。 

  次に、５ページは土地原価計算書です。財産目録で御説明いたしました土地の明細

に な り ま す 。 昨 年 度 と 比 べ て １ ６ ５ ． ９ ７ 平 方 メ ー ト ル 、 価 格 で ５ ９ ０ 万

９，６４２円の減となっております。 

  続いて、６ページは平成２４年度収支予算書です。主なものとしましては、Ⅰ事業

活動収支の部の１の②、公有用地売却収入の欄ですが、前年度と比べて１，４２７万

３，０００円の減となっております。これは前年度に公社が所有する瀬戸ハイム一丁

目の宅地１６５．９７平方メートルを売却したことによるものです。 

  また、財務活動収支の部の２の①、長期借入金返済支出ですが、土地開発基金から

の借入金のうち、元利合わせて１，２３４万９，０００円を返済金として平成２４年

度予算に計上をしております。 

  公社の経営状況につきましての説明は以上ですが、平成２０年の公益法人改革によ

りまして、民法３４条を根拠とした社団法人、財団法人は、平成２５年１１月末まで

に一般社団、一般財団、あるいは公益社団、公益財団に移行を完了する必要がありま

す。府中町開発公社におきましても、今後のあり方について方向性を示す必要があり、

現在休眠状態にある府中町開発公社の今後の活用の可能性を検討してきた結果、新た

な事業を見出すことは難しい状況にあることから、解散の方向で調整、準備が進めら
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れているところです。 

  説明は以上です。 

○議長（中村 勤君） 続いて、質問に入ります。 

  質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、報告第８号の財団法人府中町開発公社の経営状況に

ついてを終わります。 

  次に、報告第９号、府中町土地開発公社の経営状況についての報告を求めます。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 報告第９号 平成２４年６月１５日提出。 

  府中町土地開発公社の経営状況について。 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定により、府中

町土地開発公社の経営状況を次のとおり報告する。 

                             府中町長 和多利義之 

  詳細についての説明は、引き続いて企画財政部長がさせていただきますので、よろ

しくお願いをいたします。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） 報告第９号、府中町土地開発公社の経営状況について

補足して説明いたします。 

  府中町土地開発公社においては、平成２４年度予算は平成２４年２月２８日に、ま

た平成２３年度決算については平成２４年５月２３日に理事会を開催し、それぞれ承

認されております。 

  それでは、決算報告書１ページをお開きください。 

  平成２４年度に行った事業の概況を掲載しております。 

  （１）公有地売却事業は、防災広場整備事業に必要な公共施設用地について、町へ

１件、１，２６６．７６平方メートル、１億３，３５３万４，７５０円の売却を行い

ました。 

  （２）附帯等事業は、駐車場事業として平成２４年３月３１日現在、３カ所の駐車
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場の契約車両９２台、１，１０９万７，６００円の賃貸収入がありました。そのほか

に、土地の一時貸し付けに係る収益が３件、２万８９０円ありましたが、これは防災

広場整備事業用地の一時貸付料となっております。 

  なお、平成２３年度は公有地取得事業はありませんでしたので、（３）平成２３年

度 末 の 公 有 地 保 有 状 況 は 、 面 積 ７ ， ０ １ ０ ． ７ ２ 平 方 メ ー ト ル で 、 前 年 度 比

１，２６６．７６平方メートルの減少、金額では１９億２，６７４万７，８２７円と

なり、１億３，３３５万６，９３１円の減少となりました。 

  次に、２ページ、財産目録です。平成２４年３月３１日の資産と負債の残高を示し

ております。 

  まず、資産の部、１の流動資産として、預金は４９６万４，４２６円です。未収金

２４万６，０００円は、駐車料の納付おくれ分ですが、既にすべて納付がされており

ます。公有用地は１９億２，６７４万７，８２７円、面積で７，０１０．７２平方メ

ートルとなっております。内訳はすべて向洋駅周辺土地区画整理事業の用に供する土

地となっております。 

  ２の固定資産、有形固定資産４万２００円は、向洋駅駅前有料駐車場の舗装工事の

残存価格です。無形固定資産６７万３，７５０円は、平成２３年度に購入した公社会

計システムソフトの減価償却後の残存価格です。長期性預金５００万円は、基本財産

として府中町が出資しているものです。 

  以上、資産の部合計は１９億３，７６７万２，２０３円です。 

  次に、負債の部です。１、流動負債の未払金は、平成２２年度売買契約を締結した

土地区画整理事業の用に供する土地についての完了払い分４，２６５万円ですが、土

地引き渡しが平成２３年度中に完了しなかったものです。前受金１４万円は、納期前

に納入された平成２４年度の駐車料金です。 

  ２の固定負債の長期借入金１７億４，２６０万６，６８７円は、向洋駅周辺土地区

画整理事業に供する土地に係る借入金の合計額です。長期預金８２万６，０００円は、

駐車場敷金です。 

  負債の部合計は１７億８，６２２万２，６８７円で、資産の部合計から負債の部合

計を差し引いた正味財産は、１億５，１４４万９，５１６円となっております。正味

資産は前年度比７８８万７，５０６円の増加となっております。 

  次に、４ページは貸借対照表です。財産目録と内容が重複しておりますので、説明
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は省略させていただきます。 

  次に、５ページは損益計算書です。 

  １、事業収益は、公有地取得事業収益１億３，３５３万４，７５０円は、防災広場

整備事業の用に供する土地１，２６６．７６平方メートルを町へ売却したものです。

附帯等事業収益１，１１１万８，４９０円は、駐車場の賃貸料と防災広場用地の一時

貸付料です。 

  ２、事業原価は、１の事業収益を得るために要した経費をあらわしております。 

  （１）の公有地取得事業原価は収益と同額です。 

  （２）附帯等事業原価２７１万２，８５６円は、固定資産税１８９万円、需用費

３２万円などが含まれております。 

  １の事業収益から２の事業原価を差し引いた事業総利益は、８４０万５，６３４円

となっております。 

  ３、販売費及び一般管理費５２万４，４４７円は、報酬のほか手数料等の事務的な

経費です。 

  ４、事業外収益は、預金利子４，７９９円と、保険金の還付金１，５２０円です。 

  ２の事業総利益と４の事業外収益を加え、３の販売費及び一般管理費を減じたもの

が経常利益です。７８８万７，５０６円となっております。当期利益も同額です。こ

の金額が正味資産増額の内容です。 

  次に、６ページはキャッシュ・フロー計算書です。この計算書は、これまでに御説

明してきた内容の資金の出と入りを事業目的に照らして事業区分ごとに示したもので、

最後の行の現金及び現金同等物期末残高４９６万４，４２６円は、２ページ財産目録

の１の（１）現金及び預金の額と合致しております。 

  また、次の７ページから１３ページは決算書の附属明細書となっております。参考

にしていただければと思います。 

  次に、１５ページからが平成２４年度予算です。 

  １６ページをごらんください。 

  事業計画として、公有地取得事業３，５０１万５，０００円は、土地区画整理事業

に必要な用地取得費を計上しております。公有地売却事業２，８２７万３，０００円

は、町への小宅地対策用地の売却です。附帯等事業２２５万４，０００円は、公社で

運営している３カ所の駐車場の事業費を計上しております。内訳は、１７０万円が固
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定資産税、そのほか光熱水費、賠償責任保険料などの経費となっております。 

  説明は以上です。 

○議長（中村 勤君） 続いて、質問に入ります。 

  １５番西山議員。 

○１５番（西山光雄君） ちょっと１つ前の社団法人府中町開発公社は、平成２５年

１１月をもって財団法人は公益か一般かに申請をし直すということで、これを何かめ

どに解散の方向……。 

○議長（中村 勤君） 西山議員、その開発公社の件はもう終わってるんです。 

○１５番（西山光雄君） ほいじゃ、わかりました。はい、わかりました。いや、それ

を例にとってちょっと言おうか思って。 

○議長（中村 勤君） はい、わかりました。 

○１５番（西山光雄君） 町長のほうから常任委員会で聞きました。私がここで言いた

いのは、府中土地開発公社、これもやっぱり今のように土地が値下がりすれば、金利

をずっと払い続けていくというので、やはり全体的に見れば損をしとるわけですよ。

ですから、いずれやはり近いうちにこの土地開発公社の解散も考えていただきたいと

いう、そういう思いです。 

○議長（中村 勤君） 要望でよろしいですか。 

○１５番（西山光雄君） はい、そういうことです。 

○議長（中村 勤君） 解散に向けて動いてもらいたいということでございますね。よ

ろしくどうぞ。 

  １０番繁政議員。 

○１０番（繁政秀子君） 関連なんですが、解散に向けて動いてもらいたいといっても、

平成２５年までには公益にするか、どういうふうにするかいうのがはっきりわからに

ゃいけんでしょう。それはこの土地開はどうするのか。 

  それと、１６ページの公有地売却事業がありますが、小宅地、これはどこを予定し

とるのか。 

  以上。 

○議長（中村 勤君） 答弁。どなたが答弁されますか。 

  建設部次長。 

○建設部次長（土手澄治君） １６ページの公有地の売り払い事業でございますけれど
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も、場所は青崎中でございます。 

○議長（中村 勤君） 今の答弁で１０番よろしいですか。 

○１０番（繁政秀子君） 法人のことは。法人云々のこと。 

○議長（中村 勤君） 法人を云々っていう。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） 先ほど財団法人府中町開発公社につきましては、今後

の新たな事業が見出すのが困難ということで、解散の方向で調整を進めているという

ふうに申しました。府中町土地開発公社につきましては、先ほどの経営状況の報告の

中でも御説明いたしましたが、現在区画整理事業用地を７，０００平米余りまだ保有

しているのが現状で、区画整理事業と一体になるものですから、まだまだ当面活用し

ていく必要があるということであります。 

○１０番（繁政秀子君） どういった・・・・。 

○企画財政部長（高石寛智君） 申しわけありません。勘違いしておりました。公益法

人改革で、平成２５年１１月末までに移行が完了しなければいけない対象となる法人

というのは、民法の規定により設立された法人ということで、土地開発公社について

はその対象となっておりません。失礼しました。 

○議長（中村 勤君） よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、報告第９号、府中町土地開発公社

の経営状況についてを終わります。 

  以上で日程第５、町長報告を終わります。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第６、請願第１号、「住宅リフォーム助成制度」「小規模

修繕工事契約登録者制度」の実施を求める請願、日程第７、請願第２号、地域経済の

振興と府中町内の中小建設業者の営業を守るための請願、日程第８、請願第３号、町

民の住宅改修要求に応え、中小業者の仕事起こしにつながる「住宅リフォーム助成制

度」の実施を求める請願につきましては、同様の請願内容でありますので、一括議題

に供したいと思いますが、御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしということでございますので、日程第６、請願第

１号、日程第７、請願第２号、日程第８、請願第３号については、一括議題といたし

ます。なお、これら３つの請願につきましては、建設委員会に付託していましたので、

委員会の報告を求めます。 

  建設委員会、小菅委員長。 

○８番（小菅巻子君） 建設委員会審査報告。 

  平成２３年３月議会において建設委員会に付託を受けました請願第１号、「住宅リ

フォーム助成制度」「小規模修繕工事契約登録者制度」の実施を求める請願について、

請願第２号、地域経済の復興と府中町内の中小建設業者の営業を守るための請願、請

願３号、町民の住宅改修要求に応え、中小業者の仕事起こしにつながる「住宅リフォ

ーム助成制度」の実施を求める請願について、請願審査報告書の朗読による報告にか

えさせていただきます。 

  平成２４年６月７日、府中町議会議長中村勤様。 

  建設委員会委員長小菅巻子。 

  請願審査報告書 

  本委員会は、平成２３年３月１５日に付託された請願第１号、請願第２号及び請願

第３号について審査の結果、次のとおり決したので、会議規則第８０条により報告す

る。 

  請願第１号、「住宅リフォーム助成制度」「小規模修繕工事契約登録者制度」の実

施を求める請願について、請願第２号、地域経済の復興と府中町内の中小建設業者の

営業を守るための請願、請願第３号、町民の住宅改修要求に応え、中小業者の仕事起

こしにつながる「住宅リフォーム助成制度」の実施を求める請願書について、審査結

果は不採択となりました。 

  請願審査意見ですが、今回の請願の趣旨は、主として中小の建設業者に対し、住宅

リフォーム助成制度を創設して町民の増改築需要を掘り起こすこと及び小規模な修繕

工事の契約については登録業者に行わせることとし、もって事業機会を拡大して景気

回復の一助としようというもので、昨今の社会経済状況を反映してこのような提案が

行われたものと理解できる。 

  委員会においても意見百出したところですが、この請願のような制度については、
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いずれにせよ公金を用いて家屋という一定の私有財産の価値を高める制度、またはあ

る特定の業者だけが収益を上げる制度について、納税者の理解を得ることは困難であ

るという根本的な問題に収れんされ、実現困難と判断せざるを得ない委員が多数あっ

たところによる。 

  意見は以上です。なお、この３件の請願につきましては、内容については同一であ

るということから、委員会においては請願第１号の審査を行い、その結果をもって請

願第２号と請願第３号の審査とみなしております。 

  以上、審査報告を終わります。 

○議長（中村 勤君） 質問に入る前に、１語句訂正をいたしたいと思います。 

  請願第２号の「地域経済の復興」と委員長おっしゃられましたけど、「地域経済の

振興」というふうに直していただきたいと思います。 

  訂正は以上です。 

  ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑のある方。 

  １８番加島議員。 

○１８番（加島久行君） 今の委員長の報告に対しまして、私の思い、質問をさせてい

ただきたいと、このように思います。私はこの住宅リフォーム助成制度、請願第１号

の紹介議員になっておりまして、今まで発言をする場がございませんでしたので、こ

の際、私の思いと質問をさせていただきたいと、このように思っております。 

  さて、このたび今の報告にありましたように、不採択になったことは、私議会人と

してまことに残念でなりません。私は理解が得られるものと、私は信じておりました。

まさに異例中の異例だと、このようにこのような結果だと、このように私は考えます。

この請願は町民の純粋な気持ちで提出されたものでありまして、議会人としては可能

な限り尊重すべきであります。また、慎重に対応すべきと、このように考えます。よ

って、議会としては、この請願というのは町側に送付をして、町長を始め町当局にお

いて検討し、考えていただくものであります。執行権は町側にございます。議会には

ありません。今まででも請願というのは町民から多く出ました。その中で文化ホール

もありました。しかし、和多利町長のときにくすのきプラザができた。要するに、請

願というものはやはり町当局が検討して、いろいろな社会情勢の判断に立って行うも

のである、要するに執行権は町側にあるものと、このように考えております。 
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  この制度は、町の活力と町民の安全を保護していく、そして住民のための事業こそ

必要ではないでしょうか。必ずいろいろな面の呼び水に私はなると、このように理解

をいたしております。だから、府中町として今もまちづくり振興条例があるわけじゃ

ないですか。そうでしょう。その中で十分に対応もできるわけですよ。そういったこ

とも検討が可能なんですよ。そういうことを含めて、いろいろなそういう振興条例、

まちづくり振興条例等があるわけですから、その中でも十分検討できる、そういうふ

うに私は思ってるわけですが、私の思いを含めて委員長に質問をいたします。 

  今まで継続審議として延ばしてきた。なぜこの時期に採決をしたのか。その理由を

お聞かせください。 

  ２点目。この請願が採択されなかったポイントは何なのか。決め手になった根拠は

何なのか。この内容を教えてください。 

  そして３点目ですが、私が今私の思いをいろいろ申し上げましたが、その思いの内

容を聞いて、今委員長はどう感じておられますか。 

  以上、３点お願いいたします。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  小菅委員長。 

○８番（小菅巻子君） 今まで何回、どのような形でっていうような、１だったと思い

ますけど、今まで付託を受けまして、８回の話し合いをさせていただきました。それ

で８回の継続をさせていただいて、その議会ごとに内容は報告をさせていただきまし

て、継続っていう日を迎えたわけです。 

  ２番目の採択をされなかった決め手は何だったのかっていうことですけど、今まで

いろんな形でもって委員さんからの意見もいただきながら、慎重に話し合いをさせて

いただいたと思います。採択されなかったポイントっていうのは、先ほども報告とし

て述べさせていただきましたんですけど、その前に東京のほうにも視察もさせていた

だきまして、そして結果を出すような形になったんですけど、だけどやっぱり今の御

時世ではっていうことと、その思いと、それとやっぱり公金で一般財産っていうよう

な思いとか、いろんな思いがあって不採択になったんだというふうに思います。 

  今、委員長としてはどのように思われるんですかっていうことなんですけど、私と

しては、この委員会を進めていく中で本当に皆さんがいろんな思いを持ちながら、慎

重に判断をしてくださったんだというふうに思っております。その中で、採決がよか
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ったのか、不採決がよかったのかっていうような形、結局は最終的には結果を出さな

くてはいけないというものなんですけど、私としても今の私の委員長としての気持ち

は、委員さんの皆さんの意思を尊重させていただきました。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） 西議員、ちょっと待ってくださいね。ちょっと待ってください。 

  １８番加島議員。 

○１８番（加島久行君） ありがとうございました。なぜこの時期に採決をしたのかと

いうことにつきましては、要は審議も尽くしてきたという声が多かったと、そして採

決にやろうという委員さんが多かった。だから、委員長としては採決を行ったと、こ

れでよろしいですね。 

  それから、採択されなかったポイントのところですが、これは報告にも書いてあり

ますが、ここにも書いてありますように、一番最後のとこね、実現が困難と判断せざ

るを得ない。この実現困難いう意味は、どういう意味ですか。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  小菅委員長。 

○８番（小菅巻子君） 実現が困難と判断せざるを得ないということは、今の先ほども

述べましたけど、やっぱり個人財産だっていうことで、公金、税金を使うということ

で、町民の皆さんには理解していただくことが困難じゃないかということなどもあり

まして、それでこういう形になったんだと思います。 

○議長（中村 勤君） １８番加島議員。 

○１８番（加島久行君） ちょっと確認をさせてくださいね。この実現困難っていうの

は、特定事業者だけが収益を得る、その中に公金を使ってはならない、こういう意味

で実現困難ということで、今説明があったように思うんですが、私はそうじゃないじ

ゃないか思うんですよ。私個人的には思ったのは、要するにこの実現困難っていうの

は、要するにこのリフォームのこの請願書に対して、非常にこれからの運営とかいろ

いろなものについて、これは非常に難しいではなかろうか、そういうふうな意味合い

も入っとるんじゃないんかというように私は感じたんです。だから、ここに実現が困

難と判断をせざるが得ないという表現になっとる。私はそのように理解をいたしてお

ります。一体これはそういうことも含めて、この実現困難と判断をせざるが得ない委

員が多数あったということは、そういうことを含めていうことでよろしいですか。 
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○議長（中村 勤君） 答弁。 

  小菅委員長。 

○８番（小菅巻子君） いろんな話し合いの中で、やっぱり皆さん、委員さんたちが特

に感じられたのは、やっぱり今の世の中の不景気とかいろんなことも考えられて、こ

ういうような結果になったわけなんですけど、やっぱり加島議員さんがおっしゃるよ

うな形で、委員の皆さんもそのような形でもって結果を出されたというふうに思って

おります。 

○議長（中村 勤君） １８番加島議員。 

○１８番（加島久行君） ある程度理解をいただいたと、このように思うんですが、私

が私の思いの中で申し上げましたよね。この請願というのは町側に送付して、そして

町長を初め町当局に検討してもらうんだと。実現ができるかどうか、先のことを議員

がわかるわけないじゃないですか。そうでしょう。だから、答弁が今のおかしいんで

すよ。この実現困難という表現は、私はそういったこと含めながら、あらゆる総合的

な面で判断をされたんだなと、このように理解をしとるんですが、最後に申し上げと

きます。この請願というのは、町長を始め町当局で検討していただきたい、こういう

請願ですよ。そこだけを申し上げて、質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（中村 勤君） １６番西議員。 

○１６番（西 友幸君） 私、建設の副委員長として、この建設委員会に対してこれは

付託されたもんです。ほいで、１８番議員さんは請願いうのは、ちょっと私何期もや

られていると思うんですが、ちょっとおかしい思うんですね。議会に対して請願書が

来て、それを建設委員会に付託されとるわけなんですね。その中での意見を書いとる

だけなんです。そういうことですよね。私はこれ、そんな町に対して町長がどうのこ

うのいうのは、議会を軽視しとるのが余りにも甚だしいと私は思ってますよ。委員会

に付託されて、議会に出てきた請願書じゃないですか。おかしいですよ、これ、言わ

れとるの。町当局がどうのこうの。議会に対して請願書が出て、それを町当局にお願

いするんじゃないですか。私はちょっと言われとることが全く理解できんのですが。 

○議長（中村 勤君） １８番加島議員。 

○１８番（加島久行君） よく考えて西議員発言をしていただきたい。私はこの請願と

いうのは、建設委員会にみんなで付託したんですよ。ほいで、建設委員会で不採択だ

ということの結論が今回出て、委員長報告があったわけですよ。そうでしょう。だか

- 34 - 



ら、そのことについて、不採択になったこの報告について、今いろいろな私の思いや

ら質問をしとるところ。決して議会を愚弄しとるものではありません。手順に沿って

話をしておるんで、議長、そこらあたりはしっかり整理してもらいたい。どこが私が

愚弄したんですか。議会やなんか愚弄しておりませんよ。議会を尊重しておりますよ。

ルールに従って行っとるわけじゃないですか。整理してください。 

○議長（中村 勤君） わかりました。１６番西議員、今質疑の、委員長に対しての質

疑のあれですから、ちょっとその話はあれしてください。 

  ほかにございませんか。 

○１８番（加島久行君） 撤回させてください、委員長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 休憩します。休憩。 

（休憩 午前１１時４２分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

○議長（中村 勤君） 休憩中の議会を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） １６番西議員。 

○１６番（西 友幸君） 休憩前に委員長に対する質疑の場面が、ちょっと質疑するポ

イントの場面がちょっと狂うたいうことをここで深くわびておきます。よろしくお願

いします。 

○議長（中村 勤君） １８番加島議員、よろしいでございましょうか。 

○１８番（加島久行君） いやいや、今訂正したんでしょう。だったらいいんじゃない

ですか。 

○議長（中村 勤君） 次に移ります。 

  質疑ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 続いて、討論を行います。 

  討論は、委員長の報告は原案不採択でございましたので、原案に賛成の方から行い

たいと思います。 

  １２番林議員。 
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○１２番（林  淳君） 住宅リフォームの助成制度について、委員長報告、そして質

疑、いろいろありました。若干経過を言いますと、議会に対して安芸民主商工会、府

中町の建設協会、府中町の建築協会、３人の会長の名前で請願が出されました。この

３団体の会長からは、去年の３月１５日に提出されたものですけれども、議会で建設

委員会に付託されました。それから考えてみますと、１年３カ月も経過してます。当

時、県内で住宅リフォームを実施してたのは４団体でした。本年度では１０団体にふ

えていますし、それ以外にも県が昨年度、そして本年度と続いて２年の住宅リフォー

ム、ただ県の場合には、障害者、乳幼児、高齢者の住まいする住宅のリフォームとい

うことですから、若干限定的ではありますけれども、現在そういうふうになっていま

す。 

  請願の趣旨というのは、一口で言いますと、地元建設業界の仕事起こしを通じて地

域経済の活性化をというもので、これまで実施した県内の自治体では、大体自治体が

組んだ予算の２０倍から３０倍の波及効果と言っていいかどうかわかりませんが、需

要が引き起こされているのが実態です。広島県の場合でも、３，０００万円の予算で

したけれども、２８倍ぐらいかなという需要が生み出されています。ただ単に仕事を、

要するにリフォームをする業者の方だけでなくて、話を聞いてみますと、それにかか

わる、いわば資材ですね、そういうものがやはり出てるということで、ただ単に小さ

く建設業者だけじゃない、セメントやら、鉄、鋼材、そのほかさまざまな形で波及が

あるというふうに伺っております。 

  委員長が報告されましたけれども、請願の審査意見にあったように、積極的な反対

意見はなかったというふうに思います。ただ、危惧されたというような意味で、公金

によって家屋の価値を上げると、要するに補助を受けた方の場合ですね。あるいは、

特定の業者が収益を上げるということに納税者の理解を得ることが困難ではないかと

いうような意味で、決して積極的に反対ということではなかったように、私も建設委

員の一人として理解をしているところです。 

  この点については若干の疑問がありまして、それで実は東京都の東大和市へ視察研

修に参りました。やはりその中で出た質問に対して答えられてるんですが、今言いま

したような懸念があるということで、それについて市民のほうから苦情が出たかとい

ったような、我がほうの委員のメンバーからそういう質問が出ました。それについて

東大和市の担当者のほうからは、「そういう話は一切承知してません」と、「そうい

- 36 - 



うことはありませんでした」というような答弁がありました。 

  また、既に県内でも実施してるところに、そういったことについて私ちょっと質問

してみたんですけども、この制度についての全体の評価というのは、広島県もそうで

したけども、そのほかの自治体でもこの制度は好評です。また、業者や市民に大変喜

ばれているというのが共通した回答でした。今回の住宅リフォーム制度、この実現に

ついては、議員の皆様に御理解をいただいて、この府中町に住宅リフォーム助成制度

を実現したいと思って賛成意見を述べさせていただきました。ありがとうございまし

た。 

○議長（中村 勤君） 次に、原案に反対者の討論ございますか。 

  １０番繁政議員。 

○１０番（繁政秀子君） 原案に反対の立場で一言申し上げます。 

  私たちは、先ほど林さんがおっしゃったように、７回も８回も委員会でこのことに

ついて調査研究をいたしました。その結果、先ほどおっしゃったように、東京の東大

和市まで行って、このことについての研究をして帰りました。そこでのお話の中のこ

とは、林さんが、さっき議員がおっしゃったようにいろいろありましたが、特にこれ

を受ける、１０万円ほど補助を受ける立場の者が納税義務をしとるか、そういうこと

まで調査をして、それからまた業者が、これからそういう業者に対してもちゃんと納

税義務、要するに、公金を使って自分のおうちの価値が上がってくようなリフォーム

をやるわけですから、それには義務と権利というものを果たしてもらわにゃいかんと

私は思います。そういうところまで調査をしてこれからこの問題を取り組んでいこう

としたら、まだ時間が必要だと思いましたので、今回私たちは一応採択、本来ならこ

のまんま流して、改選ですからね、９月に、改選が済んでもう一回立ち上げてやって

もらったらいいかなと思ったんですが、一応採決をとろうということになりましたの

で、私は今回は不採択、この問題についてはね。 

  まだまだ今の業者、今町内に４社じゃ、５社じゃ、１０社じゃ、１２社じゃいうて、

本当に登録をきちっとしている業者もはっきりしてないような状態だったような気が

します。ですから、そういうところもはっきりして、さっき言ったように義務と権利

はどうなっとるか、そういうこともしっかりして、やはりもとは自分の家ですから、

自分が。最初に言ったのはこうだったんですよ。例えば、自分が家を建てたら、建て

た建設会社に頼んで、リフォームをしてもらうときは、そのほうがよくわかっとるか
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ら見やすいじゃないかと。そうすると大手になりますよね。自分方が建てた家が大手

かもわかりません。そこに町内業者が入って直してくだされば、それはまたそこで家

の者と業者との間がいいぐあいにいくかどうかいうような問題もあると思います。そ

ういうなんが多いんじゃないかねいう話も出たんですが、最終的には町内業者だけ、

しかも建築をやってる業者だけに頼んで、その業者が来てもらって、直してもらって、

いいぐあいにいけばいいですが、いいぐあいにいかなかったら、同じ町内に住んどっ

てまた住みにくいことにもなっていく状態にもなりゃせんかいうような話もいろいろ

出たんですが、結局よそがやってて効果があっていいとおっしゃるんだから、やった

らいいじゃないかいう意見もありましたが、そらやってもらった人は、１０万円ほど

補助をもらって自分の家を直すんですが、１つ言うとかにゃいけんのが、東大和市の

ほうは、例えば左官業でそこに砂も持っとる、セメントも持っとる、そういうふうな

業者がいらっしゃる。こっちはふすま屋さんで、何とか屋さんでというように、いろ

んなところが潤うようにはなっとるんですが、全部これを１つ１０万円出したら、さ

っき林さんがおっしゃったように、ほかの業者も潤っていくっておっしゃるんですが、

そのようにいくかどうかいうのもちょっとようわかりません。その建設業界の人が、

何々組がそれをどこに頼むか知りませんが、まだちょっと私が思うてみるのには、府

中町の住民の皆さんのこのことについて、１つの業者だけ、業界の人たちだけが利点

をこうむるということに対しては、ちょっとまだ理解を得るところまでいってないの

ではないかなと思います。例えば、ほかにも不動産業もありますし、いろんな業界が

ありますから、それではそのような業界の人らが、ほいじゃあうち方もこうしてくれ、

うちもこうしてくれいうて出た場合に、そんなときにはどうするんかねいうような話

も出ました。 

  いろいろ出ましたが、最終的には、私は今回は不採択がいいと結論をいたしました

ので、反対の立場で一言申し上げておきます。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） 賛否両論が出ましたので、以上で討論を終結したいと思います

が、よろしいでしょうか。 

  以上で討論を終結いたします。 

  なお、本請願第１号、２号、３号につきましては同一内容とみなし、これより採決

を行います。 
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  ただいまの出席議員１８名で、採決に加わる者１７名でございます。 

  原案を採択することに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（中村 勤君） 賛成少数。よって、本案３議案は不採択されました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第９、委員会提出第１号議案、平成２３年請願第１号、

２号及び３号の不採択に対する附帯決議についてを議題に供します。 

  本附帯決議は、建設委員会から提出されていますので、建設委員長、提案説明をお

願いいたします。 

  建設委員会小菅委員長。 

○８番（小菅巻子君） 提案説明をさせていただきます。 

  委員会提出第１号議案、平成２４年６月１５日。 

  府中町議会議長中村勤様。 

  平成２３年請願第１号、第２号及び第３号の不採択に対する附帯決議についてです。 

  内容は、先ほどの日程で御報告させていただきましたところに重複しますが、私ど

も建設委員会において、付託案件として審議を重ねてまいりましたので、現在のこの

経済状況の打開に何らかの手を打たなければならないのではないかという意見と、私

有財産に公金を使って特定の事業者により価値を加えるのはいかがという意見が最後

まで対立しておりました。今回は僅差で不採択となりましたが、採択を押した方々の

意見も貴重であり、捨てがたいものと感じおります。 

  そこで、私どもの委員会の採決におきましては不採択となりましたが、経済対策に

つきましては、理事者側において今後も検討を続けるよう委員会から議案を提出させ

ていただくものです。よろしくお願いをいたします。 

○議長（中村 勤君） 続いて、質疑に入ります。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 質疑がないようでございますので、お諮りします。 

  日程第９、委員会提出第１号議案、平成２３年請願第１号、第２号及び第３号の不

採択に対する附帯決議について、討論を省略し、原案のとおり決したいと思いますが、
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御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第９、委員会提出第１号

議案、平成２３年請願第１号、第２号及び第３号の不採択に対する附帯決議について、

原案のとおり可決決定をいたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 続いて、日程第１０、報告第２号、専決処分の承認について、

お願いいたします。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 報告第２号 平成２４年６月１５日提出。 

  専決処分の承認について。 

  府中町税条例の一部を改正する条例について、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第１７９条第１項の規定により、平成２４年３月３１日に次のとおり専決処

分したので、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

                             府中町長 和多利義之 

  提案理由でございますが、地方税法の一部改正に伴い、府中町税条例の一部を改正

をさせていただくものでございます。 

  詳細についての説明は、総務部長がさせていただきますので、よろしくお願いをい

たします。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  総務部長。 

○総務部長（寺尾光司君） 報告第２号、府中町税条例の一部を改正する条例について、

補足して説明をさせていただきます。 

  報告第２号の参考資料をごらんください。 

  改正の趣旨です。本件条例改正は、地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の

一部を改正する法律が平成２４年３月３１日に公布、翌日の４月１日に施行されるこ

とにより、町税条例の一部を改正する必要が生じましたが、議会を招集する時間的余

裕がないことから、平成２４年３月３１日に町長の専決処分により所要の条文改正を

行い、施行したものであります。 
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  主な改正事項です。（１）ですが、附則第１０条の２として新たに規定を設けてお

ります。この改正内容は、固定資産税の償却資産に係る事項でございます。このたび

地方税法で定める範囲内において、条例で課税の特例措置の内容を定めることができ

る仕組みが新たに導入されたことにより、本規定を追加したというものでございます。

従前から特定の事業用資産、施設に係る固定資産税につきましては、地方税法で課税

標準の軽減率が定められておりましたが、今回の地方税法の改正におきまして、法で

定める範囲内ですが、条例でこの軽減率を自主的に定めることができるということに

なりました。地域決定型地方税制特例措置、通称でわがまち特例という言い方をされ

ますが、こういった措置が新たに取り入れられました。 

  今回の改正は、具体的には下水道の汚水排水に関する施設に対する軽減措置を入れ

たというものでございます。高温の排水とか、強い酸、アルカリの排水などを下水道

の排水基準に適合させる施設、公害防止用下水道除害施設といいますけれど、これに

係る課税標準額につきまして、たちまち改正前の地方税法の特例割合４分の３に軽減、

これが適用できるように本条例を改正したというものでございます。 

  次に（２）です。固定資産のうち、住宅用地に係る据置特例制度の段階的廃止を行

っております。据置特例制度といいますのは、負担水準、これは当該年度の評価額に

対する前年度の課税標準額の割合をいいますが、これが８０％を超える場合は、当該

年度の課税標準額は前年度の課税標準額に据え置くという制度でございます。平成

６年に宅地の評価基準の大きな見直しが行われましたが、そのとき税負担が急増しな

いようにということで導入された制度でございます。負担水準が８０％以下の場合に

つきましては、５％ずつ引き上げていくというものでございます。近年の地価下落に

よりまして、評価額が大きく下がった土地ほど負担水準が高くなるという傾向が生じ

ておりまして、税制上の公平の観点から、経過措置を経て平成２６年度から廃止する

というものでございます。経過措置は、平成２４年度と平成２５年度につきましては、

負担水準が９０％を超える場合は、前年度の課税標準に据え置くというものでござい

ます。 

  続きまして、（３）でございます。昨年、住宅取得金等特別控除の適用を受けてい

る住宅が、東日本大震災により住居の用に供することができなくなった場合において

も、控除対象期間の残りの期間について、引き続き控除が受けられるよう改正したと

ころでございますが、今回さらに住宅を再取得した場合においても、所得税における
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特別控除の重複適用の特例を受けたときは、個人住民税についても当該控除が適用で

きるよう規定を整備したというものでございます。 

  なお、平成２４年度の当初賦課におきまして、所得税で引き切れず、住民税での控

除対象となった納税義務者の方は、７５６名の方がいらっしゃいますが、そのうちの

震災関連での適用者及び今回の改正に基づく住宅の再取得に係る適用者はございませ

んでしたということでございます。 

  最後に、（４）の条文整理の範疇ですが、１点ほど説明をします。追加します。地

方税法の改正で、東日本大震災の関連ということになりますが、震災を起因として住

めなくなった居住用財産の敷地の譲渡に限って、３，０００万円の特別控除などの譲

渡所得の特例措置を受けるための資産の譲渡期限が、震災後３年から７年に延長され

ることになりました。町税条例におきましても同様の内容の規定整備を行っておりま

す。なお、この改正規定につきましては、国民健康保険税条例につきましても同様の

改正を行っております。 

  そのほか固定資産の評価替えに伴う適用年度の変更を行っております。評価替えご

とに見直す規定に対しまして、平成２１年から平成２３年までという規定を、平成

２４年度から平成２６年度までというふうに適用年度を変更をしております。 

  条例の施行期日は平成２４年４月１日としております。 

  補足説明は以上でございます。御承認のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（中村 勤君） 続いて、質疑に入ります。 

  質疑ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、お諮りします。 

  日程第１０、報告第２号、専決処分の承認について、討論を省略し、承認いたした

いと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１０、報告第２号、専

決処分の承認については、承認することと決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 続いて、日程第１１、報告第３号、専決処分の承認について、

お願いします。 
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  町長。 

○町長（和多利義之君） 報告第３号 平成２４年６月１５日提出。 

  専決処分の承認について。 

  府中町都市計画税条例の一部を改正する条例について、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第１７９条第１項の規定により、平成２４年３月３１日に次のとおり専

決処分したので、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

                             府中町長 和多利義之 

  提案理由でございますけれども、地方税法の一部改正に伴い、府中町都市計画税条

例の一部を改正するものでございます。 

  引き続いて、詳細説明は総務部長がさせていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  総務部長。 

○総務部長（寺尾光司君） 報告第３号、府中町都市計画税条例の一部を改正する条例

について、補足して説明をいたします。 

  報告第３号参考資料をごらんください。 

  改正の趣旨ですが、本件条例改正は、地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法

の一部を改正する法律が平成２４年３月３１日に公布、翌日の４月１日に施行される

ことにより、府中町都市計画税条例の一部を改正する必要が生じましたが、議会を招

集する時間的余裕がないことから、平成２４年３月３１日に町長の専決処分により所

要の条文改正を行い、施行しておるものでございます。 

  主な改正事項ですが、まず（１）ですが、これは先ほど町税条例の一部を改正する

の概要（２）で御説明したものと同様でございます。住宅用地に係る据置特例、負担

調整措置を、２年の経過措置を経て平成２６年度から廃止するというものでございま

す。 

  次に（２）です。条文の整理をさせていただいております。内容としましては、固

定資産の評価替えに伴う適用年度、つまり評価替えごとに見直す規定に関しまして、

平成２１年度から平成２３年度までを平成２４年度から平成２６年度までというよう

に、適用年度の変更と、今回の地方税法の改正に伴う引用条項等の改正を行っており
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ます。 

  条例施行期日は平成２４年４月１日としております。 

  補足説明は以上でございます。御承認のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（中村 勤君） 続いて、質疑に入ります。 

  質疑ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、お諮りします。 

  日程第１１、報告第３号、専決処分の承認について、討論を省略し、承認いたした

いと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１１、報告第３号、専

決処分の承認については、承認することと決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 続いて、日程第１２、報告第４号、専決処分の承認について、

お願いします。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 報告第４号 平成２４年６月１５日提出。 

  専決処分の承認について。 

  府中町乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例について、地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、平成２４年３月３１日に次の

とおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

                             府中町長 和多利義之 

  提案理由でございますが、児童手当法施行令及び広島県福祉医療費公費負担事業費

補助金交付要綱の改正に伴い、府中町乳幼児等医療費助成制度における所得制限を現

行水準に維持するため、条例の一部改正をするものでございます。 

  詳細についての説明は、福祉保健部長がさせていただきますので、よろしくお願い

をいたします。 
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  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  福祉保健部長。 

○福祉保健部長（権現通洋君） 報告第４号、専決処分の承認についての補足説明をさ

せていただきます。専決処分により府中町乳幼児等医療費助成条例の一部を改正させ

ていただいたものでございますが、内容説明の前に、本助成制度について簡単に御説

明をさせていただきます。 

  本制度は、広島県福祉医療費公費負担事業にのっとりまして、府中町で条例を定め

て実施をしている事業でございます。具体的には、対象となる乳幼児等が医療機関に

受診あるいは入院した際に必要な一部負担金、つまり窓口で支払うべき医療費を公費

で賄う制度で、対象者の認定には所得制限を設けております。 

  次に、専決処分によらなければならなかった理由ですが、条例におきまして準用す

ることとしていた児童手当法施行令の改正が行われ、本年３月３１日に公布、同４月

１日に施行されました。それに伴いまして、県の補助金交付要綱において、従前の制

度を維持するための改正が４月１日付で行われたことから、本条例も４月１日を施行

期日として改正をする必要が生じたことによるためでございます。 

  条例の改正に際しまして、地方自治法第１７９条第１項に規定する普通地方公共団

体の長において、議会の議決すべき事件について、特に緊急を要するため、議会を招

集する時間的余裕がないことが明らかであるときに該当することから、平成２４年

３月３１日に専決処分をさせていただいたものであり、同条第３項の規定によりまし

て、本議会に報告をさせていただき、承認を求めるものでございます。 

  それでは、改正内容について御説明をさせていただきます。 

  報告第４号参考資料をごらんください。 

  まず、第１の改正の趣旨でございますが、府中町乳幼児等医療費助成制度の対象者

の判定のために、条例に規定している所得制限額について、児童手当法施行令の規定

による所得制限額を準用する方法から、本条例施行規則に委任するよう必要な改正を

行ったものでございます。 

  次に、第２の改正事項の概要でございますが、本制度の対象者の判定に用いる所得

制限額は、広島県福祉医療費公費負担事業費補助金交付要綱に規定されている児童手

当法施行令に定める額を基準としておりました。このたび、当該施行令に規定する所
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得制限額が増額改定されましたが、本制度においては県の補助金交付要綱に合わせ、

所得制限を現行水準に維持するための措置を講じさせていただきました。 

  １つ目は、条例において児童手当法施行令の所得制限額の規定を準用する方法から、

本条例施行規則に委任する方法に改めること。２つ目は、条例の委任を受け、新たに

所得制限の実額を規則に規定することでございます。 

  なお、規則に規定した制限額は、広島県福祉医療費公費負担事業費補助金交付要綱

に規定されている制限額を準用しており、本制度の対象者の判定においては、改正前

の平成２３年度の事業を維持し、同等の取り扱いをするということになります。 

  このほかには、字句の整理をあわせてさせていただいております。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村 勤君） 続いて、質疑に入ります。 

  １０番繁政議員。 

○１０番（繁政秀子君） よくわかって説明をしてくださってるんでしょうが、聞きよ

るほうはよくわかりません。ですからお尋ねします。 

  制限額とは幾らなのか。それが変わってなくて、そのままになったというような話

ではないかと思ったんですが、もう少し数字を入れてわかりやすく説明をしてくださ

い。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  福祉保健部長。 

○福祉保健部長（権現通洋君） 児童手当法施行令改正される前の制限額、乳幼児医療

費の認定基準になる制限額なんですが、これは前年の１２月３１日時点における所得

税算定のための扶養親族等の数によって判定しております。その時点で扶養親族がい

なかった場合、従前が４６０万円でございました。それがこのたびの改正で６２２万

円に増額をされました。ですから、このまま本条例を改正せずにおきましたら、制限

額がふえた部分だけ対象者の範囲が広がるということになります。 

  ところが、本助成制度は、基本的に県の福祉医療費の補助制度に準じた制度でござ

います。ですから、うちがそのまま条例を改正しなければ・・・すみません、その前

に、県も児童手当法の施行令の改正に合わせて、補助限度額は従前のままという補助

金交付要綱の一部改正を行いました。ですから、県も制度は変えておりません。うち

が、府中町が条例の改正を行わずにそのままにしておきますと、うちだけ、府中町だ
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けその対象者の幅が広がってしまうと。そうなりますと、この制度は県から２分の

１の補助を受けて実施している事業でございますので、その部分については町が単独

で賄うようになるということになることから、あくまでも県の制度に合わせた改正を

させていただくということで、県の制限額を規則のほうに実額で定めさせていただき

まして、今までと同様の制度を維持させていただくという改正をさせていただいたも

のでございます。 

○議長（中村 勤君） ほかにございませんか。 

  １２番林議員。 

○１２番（林  淳君） 大まかには大体理解しました。先ほども質問で、もうちょっ

と具体的に数字をっていうふうに言われてるんで、僕もあえてもう一度。例えば、

１子、子供さんが１人、乳幼児ですね、対象になる人がいる場合は、制限、上限です

ね、幾らなのか、２子の場合は幾らなのかというふうに、そういう三十何万円かが積

み上がっていくということですから、そこの数字を答えてほしいのが１つと。 

  だから、したがって今までの制度、上限金額を維持するっていうことですから、対

象者はだから今までと変わらないということになりますよね。そうすると、今大体ど

れぐらいいらっしゃるのか、対象者が府中町でという、その２つ質問。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  保険年金課長。 

○保険年金課長（金川秀之君） 第１子のみの場合には４９８万円、２子いる場合には

５３６万円、３８万円ずつ上がります。 

  今現在の人数なんですが、平成２４年３月末で３，０７０名いらっしゃいます。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございます。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、お諮りします。 

  日程第１２、報告第４号、専決処分の承認について、討論を省略し、承認いたした

いと思いますが、御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１２、報告第４号、専

決処分の承認については、承認することと決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 続いて、日程第１３、報告第５号、専決処分の承認について、

お願いします。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） まことに申しわけないんですが、報告第５号を提案をする前

に、訂正をお願いをしておきたいと。専決処分の承認についてから２行目ですね。

１行目から続きますが、昭和２２年法律第６７条とありますが、号に訂正をお願いを

しておきたいと思います。それと同時に、さかのぼりまして、先の報告第４号にも同

じような位置に６７条となっておりますが、これも号に訂正をしておいてほしい。さ

らにさかのぼりまして、報告第２号は１行目のちょうど末尾に６７条とありますが、

これも号に訂正をしといていただきたいと、こういうことでございますので、よろし

くお願いをいたします。よろしいですね。ほいじゃあ、早速提案をさせていただきま

す。 

  報告第５号 平成２４年６月１５日提出。 

  専決処分の承認について。 

  府中町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、平成２４年３月３１日に次の

とおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

                             府中町長 和多利義之 

  提案理由でございますが、地方税法の一部を改正する法律の施行に伴い、府中町国

民健康保険税条例の一部を改正させていただくものでございます。 

  詳細についての説明は、総務部長がさせていただきますので、よろしくお願いをい

たします。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 議案の訂正については、審議を終えるまでに、早目に訂正して

いただきたいことをお願いしておきたいと思います。 

  補足説明。 
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  総務部長。 

○総務部長（寺尾光司君） 議案に誤記載がございました。私のほうからも改めておわ

び申し上げます。済みませんでした。 

  報告第５号です。府中町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、補足

して説明をいたします。 

  報告第５号の参考資料をごらんください。 

  改正の趣旨ですが、本件条例改正は、地方税法の一部を改正する法律の施行に伴い、

府中町国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じましたが、議会を招集する時

間的余裕がないことから、平成２４年３月３１日に町長の専決処分により所要の条文

改正を行い、施行したものでございます。 

  主な改正事項ですが、先ほどの町税条例の一部改正で、条文整理の一つとして御説

明いたしましたが、東日本大震災を起因として被災した居住用財産の敷地を譲渡した

場合における譲渡所得の特例措置を定めるための資産の譲渡期限が、震災後３年から

７年に延長されたことに伴い、関連する諸規定の整備を行ったというものでございま

す。国保税額のうち、所得割額を算出するときの所得の特例になるというものでござ

います。現在のところ、この規定の適用者はございません。 

  条例の施行期日は平成２４年４月１日としております。 

  補足説明は以上でございます。御承認のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（中村 勤君） 続いて、質疑に入ります。 

  質疑ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、お諮りします。 

  日程第１３、報告第５号、専決処分の承認について、討論を省略し、承認いたした

いと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１３、報告第５号、専

決処分の承認については、承認することと決定いたしました。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 続いて、日程第１４、第２７号議案、平成２４年度府中町一般

会計補正予算（第１号）についてを議題に供します。 

  本件について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 第２７号議案 平成２４年６月１５日提出。 

  平成２４年度府中町一般会計補正予算（第１号） 

  平成２４年度府中町の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４３２万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４１億９，４３８万１，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                             府中町長 和多利義之 

  詳細についての説明は、企画財政部長がさせていただきますので、よろしくお願い

をいたします。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） 第２７議案、平成２４年度一般会計補正予算（第

１号）を補足して説明いたします。 

  歳入歳出補正予算を、歳入から事項別明細書により説明いたします。 

  ５ページをお開きください。 

  歳入で、款 県支出金です。項 県委託金、目 教育費委託金のうち、教育課程研

究指定校事業委託金は、国立教育政策研究所が学校における教育課程及び指導方法に

ついて調査研究を行い、学習指導や教育課程の改善を目的として行う事業で、全国か

ら６０校程度を指定し、都道府県の教育委員会等を通じて研究に必要な経費を研究指

定校に支出するものです。 

  次に、学校給食モニタリング事業委託金は、東日本大震災における福島第一原発の

事故によって拡散した放射性物質が、学校給食の食材に含有されているかどうかにつ
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いて、国が全国の都道府県を対象にモニタリングを実施するもので、県から各市町に

モニタリングに必要な経費を支出するものです。 

  次に、山・海・島体験活動推進事業委託金は、体験活動を通じた児童の豊かな心の

育成を目的とした県の事業で、事業の推進校に対して集団宿泊体験活動の実施に必要

な経費を支出するものです。 

  以上の委託金１３７万６，０００円を増額補正するものです。 

  次に、６ページ、款 繰入金です。項 基金繰入金、目 財政調整積立基金繰入金

の補正は、本補正予算で必要な一般財源を財政調整積立基金からの繰入金で対処する

もので、４５万円を増額補正するものです。 

  次に、７ページ、款 諸収入です。項 雑入、目 雑入は、財団法人自治総合セン

ターから宝くじコミュニティ助成金を受け、全額を地域活動事業費に充てるもので、

２５０万円を補正計上するものです。 

  ８ページからが歳出です。 

  款 総務費、項 総務管理費、目 一般管理費、地域活動事業は、歳入で補正計上

した宝くじコミュニティ助成金を受け、地域活動団体「安芸府中奏作太鼓楽打家」に

太鼓購入費として交付する補助金２５０万円を増額補正するものです。 

  次に、９ページ、款 民生費です。項 社会福祉費、目 社会福祉総務費、国民健

康保険特別会計繰出金事業は、国民健康保険特別会計の増額補正に伴い不足する一般

財源として、繰出金２６万６，０００円を増額補正するものです。 

  次に、１０ページ、款 教育費です。項 教育総務費、目 事務局費、教育一般事

務事業は、学校給食の食材における放射能の含有について、国が都道府県を対象にモ

ニタリングを行うもので、給食１食分を丸ごと検査機関に送付し精密な検査を行い、

結果を公表するものです。広島県では、１市町当たり３回分の検査を行う方針で、府

中町でも３回分を実施校を選択して実施するため、学校給食モニタリング事業委託料

８万４，０００円を増額補正するものです。 

  次に、教育課程研修指定校事業は、学習指導や教育課程の改善を目的として国立教

育政策研究所が行う事業で、このたび英語におけるつながりのある文章を書く能力を

育成する指導というテーマで、緑ケ丘中学校が研究指定校の指定を受けたため、その

調査研究に係る費用２０万３，０００円を増額補正するものです。 

  次に、１１ページです。項 小学校費、目 学校管理費、小学校管理運営事業は、
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府中小学校が今年度２８クラスとなり、県費事務職員配当基準で２７クラス以上の大

規模校となったため、県費事務職員が１名増となったことから、町費嘱託員１名を減

じるもので、１９７万５，０００円を減額補正するものです。 

  少し飛ばしまして、１２ページをお開きください。 

  項、中学校費、目 学校管理費、中学校管理運営事業ですが、こちらは逆に緑ケ丘

中学校が今年度１９クラスとなり、大規模校の基準である２１クラスを下回りました

ので、加配されていた県費事務職員１名が減となったことから、町費嘱託員１名を配

置するもので、小学校の減額分と同額の１９７万５，０００円を増額補正するもので

す。 

  もとに戻っていただきまして、１１ページです。 

  目 教育振興費、小学校教育振興一般事務事業は、平成２２年度から実施されてい

る広島県の山・海・島体験活動推進事業に基づき、５年生を対象に実施されている事

業で、平成２２年度は北小学校、平成２３年度は中央小学校、今年度は南小学校が実

施校となっておりました。このたび県が同事業を重点事業として位置づけ、実施校の

拡充を行ったことにより、府中小学校が追加で選定されましたので、集団宿泊体験活

動等の実施に必要な経費１０８万９，０００円を増額補正するものです。 

  次に、１３ページです。 

  項 保健体育費、目 体育施設費、社会体育施設維持管理事業は、空城山公園管理

棟の事務室兼救護室のエアコンが故障し、生産終了から２０年以上経過しているため

部品調達もできないことから、買いかえ設置に係る費用１８万４，０００円を増額補

正するものです。 

  以上が一般会計補正予算（第１号）の補足説明です。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村 勤君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑は８ページから１３ページまでの歳出から項ごとに行います。 

  まず、８ページ、総務管理費について、質疑はありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、９ページ、社会福祉費について、質疑ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、１０ページ、教育総務費について、質疑ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（中村 勤君） なければ、１１ページの小学校費と１２ページの中学校費につ

いて、質疑ありますか。 

  １０番繁政議員。 

○１０番（繁政秀子君） 海・山・島かな、５年生、南小学校、府中小学校が行かれる

んですが、どこに行かれるんですかね。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  学校教育課長。 

○学校教育課長（金藤賢二君） 府中小学校につきましては、このたび県立もみのき森

林公園に行くように予定しています。予定としましては、８月２７日から８月３０日

を予定しております。 

  それとあと、南小学校ですね。南小学校につきましては、ひろしま県民の森のほう

に行きます。日にちとしては、７月２０日から７月２３日を予定しております。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） １０番繁政議員。 

○１０番（繁政秀子君） 残っておるのが東小学校ぐらいじゃないんかな。残っとる学

校がありますよね。残っとる学校についても、こういうのを県から委託を受けてやら

れますか、どうですか。小学校だけか、中学校はこういうのはないのか。その辺はど

うですか。 

○議長（中村 勤君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（金藤賢二君） この山・海・島の事業としましては、平成２２年から

北小学校、中央小学校、今年度は府中南と府中小学校という形をやってますけれど、

平成２１年には名前が違うんですけど、東小も同じような事業をやっております。と

いうことで、小学校につきましてはこれで全部終わるという形になっております。こ

の事業については、あくまでも小学生を対象という県の事業ですので、今のところは

中学生は予定はしておりません。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） １０番繁政議員。 

○１０番（繁政秀子君） これとは全く関係ないんですが、ちょっとここで小学校の問

題が出とりますので、お話というか、聞くところによると、北小学校が給食をやめて

弁当にかわっとるという話をさっき控室で聞きましたが、何か小バエがたくさんつい
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て出て、それで給食ができない状態だという話を聞いたんですが、報告を総務委員会

でありましたかって言ったら、ありませんということですから、できれば私たちは、

町民からこの話を聞いたらどのように言うたらいいかわからないような状態ですから、

例えば北小学校の水路のほうが汚いけえ小バエがたくさん出るのか、そういう調査を

したのかどうか、ついでに小学校のところで聞かせてください。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長（戸田秀生君） 今繁政議員が言われましたとおりでございまし

て、経過をお話しいたしますと、１２日に急に北小学校のほうから電話がありまして、

小さい虫が大量に発生しているので見に来てほしいという一報が教育委員会に入りま

した。すぐ教育委員会のほうで現場のほうを見に行ったんですが、確かにすごい虫が

大量に飛んできたという形で発生しておりました。ちょっと虫の名前が何だったか、

小バエよりももっと小さくて、網戸の網を通る虫でした。それを受けまして、北小学

校は給食室の中にも網戸を通して入ってくるような状況になりましたので、その日は

注意をして給食は事故なく配ぜんはできたんですけども、これ次の日からは非常にち

ょっと危険な状況だということで、お弁当給食、お弁当といっても自宅でつくってき

ていただくんではなく、学校のほうから専門業者に注文いたしまして、配達をしてい

ただいて、当面様子を見ようということで、水曜日、木曜日、金曜日の３日、本日ま

でお弁当で対応しております。 

  現在の状況はといいますと、水曜日、火曜日と虫の数が若干減ってきたんですが、

きょうまた若干またちょっとふえたような感じがするということで、来週の給食につ

きましては、当面２日間ぐらいお弁当にしようかなというふうに今教育委員会で検討

をしております。学校のほうと協議いたしまして、２日、来週月、火とちょっと様子

を見たいなというふうに考えております。 

  この虫なんですけども、府中北小学校の中で発生したものではございませんで、こ

の苦情が広島市、海田町、安佐北区、学校で言いますと、清心がある己斐のほうです

ね、あちらのほうから広範囲に今回虫が発生しとるような状況だと伺っております。

当然保健所のほうにも連絡は入れておるんですが、給食を一応今自校方式からお弁当

にかえているのは北小だけです。虫が飛んできてちょっと困ったのは、北小学校と東

小学校。東小学校は給食ができないことはなく、できる状況という。これも現場見に
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私も行ってきたんですが、窓を閉めれば給食に問題ないという状況を確認しましたの

で、東小学校では給食は従来どおり出しております。北小学校につきましては、ちょ

っと虫の量が窓の桟が黒くなるほどたかってる状況で、ちょっと急に起こった事情な

んで、総務文教の時点でまだ全然わかってなかったもんですから、現在のところはそ

ういった状況でございます。 

  この虫が、大体成虫になって４日間ほど生きている虫らしいんで、広島市とかうち

の生活環境部のほうとも連携取りまして、今後のほうの方策をいろいろ検討しとるん

ですけども、虫が発生するのがとまるのを待つしかない。だから、対応策といたしま

しては、飛んでくる虫なんで薬をまくこともできないし、窓を閉める、閉め切るぐら

いしか対応がないという状況です。実際にこれ国内どこにでも起こる、この虫はどこ

でも発生しとるということで一応調べてみたんですけども、日本各地である年によっ

て急に発生する虫ということで、ただ人間には無害というふうな結論をいただいてお

りますので、今後状況を見ながら注意して、子供の給食を中心に影響のないように教

育委員会としても今考えておるところです。今、途中経過としては、今こういった状

況でございます。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） １１ページと１２ページに関して御質問ある方。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、１３ページ、保健体育費について、質疑ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 次に、歳入については５ページから７ページを一括で行います。 

  質疑ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） それでは、お諮りします。 

  日程第１４、第２７号議案、平成２４年度府中町一般会計補正予算（第１号）につ

いて、討論を省略し、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１４、第２７号議案、

平成２４年度府中町一般会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決決定

をいたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第１５、第２８号議案、平成２４年度府中町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 第２８号議案 平成２４年６月１５日提出。 

  平成２４年度府中町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

  平成２４年度府中町の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２６万６，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５２億４，７７５万８，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                             府中町長 和多利義之 

  詳細につきましての説明は、引き続いて企画財政部長がさせていただきますので、

よろしくお願いをいたします。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） 第２８号議案、平成２４年度国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）を補足して説明いたします。 

  歳入歳出補正予算を、歳入から事項別明細書により説明いたします。 

  ５ページをお開きください。 

  歳入、款 繰入金、項 繰入金、目 一般会計繰入金、その他一般会計繰入金は、

後期高齢者支援金の増額補正に伴い不足する一般財源として、一般会計からの繰入金

を２６万６，０００円増額補正するものです。 
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  ６ページからが歳出です。 

  款 後期高齢者支援金等、項 後期高齢者支援金等、目 後期高齢者支援金、後期

高齢者支援金事業は、予算を上回る額の納付通知があったため、後期高齢者支援金が

３０万６，０００円予算不足となりましたが、平成２４年度においては病床転換支援

金の拠出は不要となり、３万５，０００円が不要となったことから、差し引き２７万

１，０００円を増額補正するものです。 

  次に、目 後期高齢者関係事務費拠出金、後期高齢者関係事務費拠出金事業は、病

床転換支援金が不要となったことに伴い、関係する事務費も不要となりましたので、

５，０００円を減額するものです。 

  以上が国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の補足説明です。よろしくお願い

いたします。 

○議長（中村 勤君） ただいまの説明に対し、歳入歳出一括で質疑を行います。 

  質疑のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、お諮りします。 

  日程第１５、第２８号議案、平成２４年度府中町国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）について、討論を省略し、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１５、第２８号議案、

平成２４年度府中町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）については、原案のと

おり可決決定をいたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） ここで休憩をいたします。再開は２時半といたします。休憩。 

（休憩 午後 ２時１２分） 

 

（再開 午後 ２時３０分） 
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○議長（中村 勤君） 休憩中の議会を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第１６、第２９号議案、外国人登録法の廃止に伴う関係条

例の整理に関する条例の制定についてを議題に供します。 

  本件について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 第２９号議案 平成２４年６月１５日提出。 

  外国人登録法の廃止等に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について。 

  外国人登録法の廃止等に伴う関係条例の整理に関する条例を次のように定める。 

                             府中町長 和多利義之 

  提案理由につきましては、出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に基

づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法の一部を改正する等の法

律第４条において外国人登録法が廃止されることなどに伴い、関係条例を整理するも

のでございます。 

  詳細につきましての説明は、生活環境部長がさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（木谷賢二君） 外国人登録法の廃止等に伴う関係条例の整理に関する

条例の制定について、補足説明をさせていただきます。 

  制定の趣旨でございますが、日本に在住する外国人住民の利便性の向上のため、日

本人と同様に住民票を作成し、手続の簡素化を図り、各種行政事務の合理化を目的と

するものでございます。出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に基づき

日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法の一部を改正する等の法律第

４条において外国人登録法が廃止され、及び住民基本台帳法の一部が改正されたこと

に伴い、関係条例を整理するものでございます。 

  改正条例の概要でございますが、１点目が府中町手数料条例の一部改正でございま

す。外国人登録に関する事項を削除するなど、所要の改正を行うものでございます。 

  ２点目が、府中町印鑑条例の一部改正でございます。外国人登録に関する事項を削
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除し、外国人住民、住民基本台帳法３０条の４５に規定する者の場合は、印鑑登録事

項の氏名に通称及び片仮名表記を加えるなどの所要の改正を行うものです。 

  ３点目ですが、府中町長寿祝金条例の一部改正でございます。外国人登録に関する

事項を削除するものでございます。 

  ４点目ですが、府中町帰国者等高齢者福祉給付金支給条例の一部改正を行うもので

ございます。対象者は第３条第１号の規定中、「外国人登録を行っている者」を「住

民基本台帳法３０条の４５に規定する外国人住民」に改めるなど、所要の改正を行う

ものでございます。 

  施行期日は平成２４年７月９日でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（中村 勤君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑ある方。 

  １０番繁政議員。 

○１０番（繁政秀子君） ちゃんとこれに沿った質問しますから、先ほどのようなこと

を言わないように。町長さんじゃない、議長さんね、あの話は皆さんが初めて聞かれ

ることですから、あえてそこで許可をいただいて言ったんですから、失礼なことを言

わないようにしてください。 

  それでは、質問いたします。この対象者は何人ぐらいいらっしゃいますか、男女に

分けて。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  次長。 

○生活環境部次長（石田雅彦君） まず、男性ですが、これはことしの６月１日現在で

す。男性計２５４名、女性３１３名、計５６７名となっております。 

○議長（中村 勤君） よろしいですか。 

  お言葉を返すようですが、先ほどの１１ページ、１２ページの件については、虫の

発生についてですか、お断りはなかったと私は思っておりますので、後で議事録をし

っかりと読んでみます。 

  １０番。 

○１０番（繁政秀子君） 言いますが、虫の発生について質問しますは言いません。た

だ、小学校の問題のところですから、発言をさせてもらいますと言った記憶がありま
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すので、一応そしたら議長さんがよろしいとおっしゃったので、小学校の中のことで

すから質問をしたんです。皆さんもそのことについて、本来なら１２日に起きとるこ

とですから、町民の皆さんからの声でなくて、私たちに教育委員会のほうから今こう

いうことが起きてると、給食が弁当にかわっとるんですから、そういう話はしてもら

うべきで、次長が知っとったんなら、なおさら私たちに言ってほしかったと思います。 

○議長（中村 勤君） 議案にない事項でございますので、そういうことはやめていた

だきたいと、このように思います。 

  次に参ります。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、お諮りします。 

  日程第１６、第２９号議案、外国人登録法の廃止等に伴う関係条例の整理に関する

条例の制定について、討論を省略し、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１６、第２９号議案、

外国人登録法の廃止等に伴う関係条例の整理に関する条例の制定については、原案の

とおり可決決定をいたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第１７、第３０号議案、府中町ひとり親家庭等医療費支給

条例の一部改正についてを議題に供します。 

  本件について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 第３０号議案、平成２４年６月１５日提出。 

  府中町ひとり親家庭等医療費支給条例の一部改正について。 

  府中町ひとり親家庭等医療費支給条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

                             府中町長 和多利義之 

  提案理由でございますが、平成２２年度税制改正による所得税の扶養控除見直しに
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伴う受給資格者への影響を回避する措置を講ずるため、条例を一部改正するものでご

ざいます。 

  詳細についての説明は、福祉保健部長がさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  福祉保健部長。 

○福祉保健部長（権現通洋君） 第３０号議案、府中町ひとり親家庭等医療費支給条例

の一部改正について、補足して御説明をさせていただきます。 

  まず、府中町ひとり親家庭等医療費支給制度の概要でございますが、この制度も先

ほどの専決処分させていただきました、報告させていただきました案件と同様に、府

中町乳幼児等医療費助成制度と同様に、広島県福祉医療費公費負担事業にのっとりま

して、府中町で条例を定めて実施をしている事業でございます。 

  具体的には、ひとり親家庭の父または母及び児童が医療機関を受診した際に必要な

一部負担金、つまり窓口で支払うこととなる医療費を公費で賄う制度で、対象者の認

定は、扶養義務者における所得税の課税があるかないか、これによって判定をいたし

ております。 

  それでは、参考資料により改正内容の御説明をさせていただきます。 

  第３０号議案参考資料をお開きください｡ 

  まず、第１の改正の趣旨でございますが、平成２２年度税制改正によりまして、個

人所得課税における扶養控除の見直しが行われ、平成２３年分から適用されたことに

伴いまして、所要の改正を行うものでございます。 

  次に、第２の改正事項の概要でございます。このたびの所得税法が改正されるまで

適用のあった所得税法上の年少扶養控除、これは１６歳未満の方でございます、この

方に対する扶養控除、金額にしますと１人３８万円です、及び１６歳から１８歳まで

の方が対象の特定扶養親族に対する扶養控除の上乗せ部分、金額にいたしまして

２５万円部分ですが、これが廃止されたことに伴いまして、平成２２年分では所得税

の課税がなく、本制度の認定を受けていた方が、収入は変わらないのに平成２３年分

では所得税が課税され、本制度の適用を受けられなくなる場合もあるという、こうい

った受給資格者に対する影響を回避するために、判定に際しては当該扶養控除の廃止
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がなかったものとみなして適用するよう条例において必要な改正を行うものでござい

ます。 

  なお、本改正は本年４月１日に施行されました広島県福祉医療費公費負担事業費補

助金交付要綱の一部改正に合わせて行っております。 

  最後に、本改正条例の施行期日は公布の日としております。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村 勤君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑のある方。 

  ９番梶川議員。 

○９番（梶川三樹夫君） 先ほどと同じような質問なんですが、この対象者はどのくら

いいらっしゃるかということをお尋ねいたします。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  保険年金課長。 

○保険年金課長（金川秀之君） 平成２３年末現在で２４９世帯、６４１人でございま

す。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでございますので、討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、お諮りします。 

  日程第１７、第３０号議案、府中町ひとり親家庭等医療費支給条例の一部改正につ

いて、討論を省略し、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１７、第３０号議案、

府中町ひとり親家庭等医療費支給条例の一部改正については、原案のとおり可決決定

をいたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第１８、第３１号議案、府中町火災予防条例の一部改正に

ついてを議題に供します。 
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  本件について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 第３１号議案、平成２４年６月１５日提出。 

  府中町火災予防条例の一部改正について。 

  府中町火災予防条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

                             府中町長 和多利義之 

  提案理由でございますが、危険物の規制に関する政令の一部改正により、消防法上

の危険物の品目が新たに加えられることに伴い、少量危険物の貯蔵または取り扱いに

関する技術上の基準等について経過措置を講ずるため、条例の一部を改正するもので

ございます。 

  詳細についての説明は、消防長がさせていただきますので、よろしくお願いをいた

します。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  消防長。 

○消防長（中村克司君） 府中町火災予防条例の一部改正につきまして、補足をして説

明をさせていただきます。 

  第３１号参考資料をごらんいただければと思います。 

  平成２３年１２月の政令第４０５号で、危険物の規制に関する政令の一部を改正す

る政令が公布され、この中で炭酸ナトリウム過酸化水素付加物、これより先過炭酸ナ

トリウムと言わせていただきますが、消防法の定める第１類の危険物に含まれるもの

として、本年７月１日から新たに追加をされます。 

  過炭酸ナトリウムとは、酸化性固体の類に入る化合物で、主な用途としては、漂白、

除菌、消臭、洗剤等に使用される薬剤の原料として広く使用されております。危険性

としては、加熱、摩擦、衝撃等を加えますと酸素を放出するため、周囲の可燃物の燃

焼を著しく助成しますが、これ自体が燃焼することはなく、引火性や発火性があるも

のではございません。 

  このたびの政令改正で、過炭酸ナトリウムを指定数量、最低５０キログラムでござ

いますが、この５分の１以上指定量未満の範囲内で、また個人の住宅におきましては

２分の１以上指定数量未満の範囲で貯蔵し、取り扱う場合は、府中町火災予防条例の
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少量危険物に該当し、貯蔵取り扱いの技術の基準に適合させるとともに、貯蔵取り扱

いをしている旨の届け出を行わなければなりません。そこで、政令が改正される以前

から過炭酸ナトリウムの貯蔵、取り扱いを行っている場所、人に対して所要の経過措

置を設けるため、このたび火災予防条例の附則を改正するものでございます。 

  改正の概要は、まず当該物質を取り扱う配管の基準については、使用される条件に

照らして一定の強度があり、漏れない構造であること、かつ当該物質の貯蔵取り扱い

の数量が本年７月１日以降ふえない場合において、適用しないこととしています。 

  次に、当該危険物を収納する容器の表示義務は、来年の１２月３１日までは適用し

ないこととしております。容器の表示義務は、危険物の規制に関する規則の中で、危

険物の品名、危険等級や数量、注意事項等を容器の見やすい箇所に表示しなければな

らないこととされています。 

  続いて、当該物質の貯蔵、取り扱いを行っている場所に対して、貯蔵、取り扱いの

旨を表示した標識や、注意事項を記載した掲示板を掲出しなくてはならないこと。取

り扱いを行う建物の構造や貯蔵タンク、構造等の技術基準に適合していない場合は、

来年６月３０日までに火災予防条例の技術上の基準に適合させなければならないこと

となっております。 

  次に、本年６月３０日以前から少量危険物に該当する数量の当該物質を貯蔵、取り

扱いしてる者に対して、貯蔵取り扱いを行っている旨を本年１２月３１日までに消防

長へ届け出なければならないというものです。 

  以上が過炭酸ナトリウムの貯蔵取り扱いに関する経過措置を設けるために、条例の

附則を改正するものでございます。 

  この過炭酸ナトリウムを取り扱っているところとしては、スーパーマーケット、ホ

ームセンター、ドラッグストア等ですが、国内の市場に流通しているものは、精製工

場で危険物に該当しないような加工が施されており、府中町では危険物に該当するも

のはありません。今後、国の関係機関から実際に流通している過炭酸ナトリウムの具

体的製品名等が示されることと思われますが、当町において少量危険物に該当する貯

蔵、取り扱いがなされる可能性は低いものと思われます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村 勤君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑のある方。 
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  ６番吉田議員。 

○６番（吉田美江子君） 炭酸ナトリウムの貯蔵について今説明を受けましたが、来年

の１２月までは現在のままでいいとか、それからことしの６月から１２月までに報告

をするとかいうふうな、ある程度内容があいまいにでき上がってるように思います。

来年の６月までにしてなければ罰則されるとかいうようなこともおっしゃっておりま

したが、今出火不明の火災が全国的にいろいろと報じられております。そういうこと

から見ましたときに、スーパー等でこういうことが、こういう炭酸ナトリウムの過酸

化水素みたいなものを取り扱ってるっていうんだったら、それが出火不明の今の火災

のようなものにつながるようなことはないんだろうか。来年の１２月まで待ったらい

いんだと、じゃあ来年の１２月まで何もないんかと、何かその辺でちょっと不明があ

るんで、そこらで消防のほうでどういうふうに判断されとるか教えてください。 

○議長（中村 勤君） 予防課長。 

○予防課長（佐々木和也君） この今回の過炭酸ナトリウムというのは、製品化される

ときに危険物に該当しないような加工を施したものが流通しておりますので、ドラッ

グストア等に、ホームセンター等にそういう成分のものはありますが、危険物に該当

しないものは現在流通していいというふうに聞いております。これを精製する、要す

るに工場であるとか、外国製品を直輸入して貯蔵するようなところであるとか、そう

いうところは危険物に該当する可能性があるということでございます。したがって、

現在ホームセンター、ドラッグストア等で販売しているものに危険物が含まれている

という状況はございません。 

  それと、これそのものは燃えませんので、そこから発火するという可能性はほとん

どないと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） ほかに。 

  １６番西議員。 

○１６番（西 友幸君） 私も過酸化水素とか、今言われたもの、こういった薬局行っ

たら売ってますよね、持ってますけど、基本的には水分とか湿気を浴びて、熱を帯び

るだけですよね。例えば、これお菓子の中へちょっと乾燥剤みたいな入っとる、大体

同じような種類ですよ。だから、そんな危険とか発火性いうのは私ない思うとるんで

すが、何でこれ指定されたんかようわからんのですが、そこらの説明と、町内会です
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ね。今危険物いうことで、どぶとかいろんな、きょうも先ほど小バエか何かようわか

らんですけど出たんですが、町内会でもどぶに幾らか薬をまくために私も買っており

ます。ほいでそれを配っとるんですけど、そういったもんはどうなんでしょうかね。

町内会で扱うそういった、何ていうんだったかな、ちょっと名前は、品名忘れたんで

すが、そういったもんも、今ごろは持ってきてくれないんですよね、県薬業なんかね。

私が取りに行かんとくれないですよ、身分証明出して。そっちのほうがむしろ危険な

んじゃないかなと、消毒薬ですね、思うとるんですが、そこらの２つの答弁よろしく

お願いします。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  予防課長。 

○予防課長（佐々木和也君） まず、今回の条例の改正をいただく、附則に改正をいた

だくものは、危険物の種類の中の第１類という類に入るものでございまして、これは

酸化性固体ばかりの類でございます。いわゆる液体とか気体ではございません。固体、

すなわち酸化性固体でございますから、近くで燃えている炎があれば、その炎を大き

くする可能性はございますが、それ自体は燃焼いたしません。 

  それと、町内会等で下水等にまかれるというのは、どちらかというと毒性とか、毒

物、劇物に該当するものであろうかと思います。このたびの火災予防条例の附則の改

正につきましては、毒物、劇物等は入っておりませんので、あくまでも酸化性固体の

み指定させていただいておる次第でございます。 

○議長（中村 勤君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、お諮りします。 

  日程第１８、第３１号議案、府中町火災予防条例の一部改正について、討論を省略

し、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１８、第３１号議案、

府中町火災予防条例の一部改正については、原案のとおり可決決定をいたしました。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第１９、第３２号議案、工事請負契約の締結についてを議

題に供します。 

  本件について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 第３２号議案、平成２４年６月１５日提出。 

  工事請負契約の締結について。 

  次の工事の契約を締結することについて、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例（昭和３９年条例第２５号）第２条の規定により議会の議

決を求める。 

                             府中町長 和多利義之 

  提案理由といたしましては、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により条例で

定める契約を締結をするためでございます。 

  詳細についての説明は、建設部長がさせていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

  以上でございます。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（森島正二君） 第３２号議案、工事請負契約の締結について補足説明をい

たします。 

  工事名、関連公共下水道２４－１築造工事。 

  工事場所、府中町本町三丁目ほか。請負金額５，２１２万２，０００円。請負人、

安芸郡府中町山田五丁目５番２号 株式会社八幡建設でございます。仮契約日が平成

２４年５月２９日、工期につきましては、議会の議決のあった日の翌日から平成

２５年３月１５日まででございます。 

  工事の内容につきましては、添付図面の第３２－１号議案参考資料により御説明を

いたします。 

  今回の工事は、昨年度に引き続きまして砂原第２処理分区の汚水管の整備を実施し、

下水道の整備促進を図るものでございます。 

  平面図のほうをごらんください。 
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  工事箇所は、本町二丁目と本町三丁目の境周辺の区域でございます。県道府中・祇

園線、町道の埃宮総社線内でございます。 

  まず、赤色で表示している箇所でございますが、管径２００ミリ塩ビ管で、工事延

長２０８．７メートルを開削工法で施工をいたします。次に、青色で表示している箇

所は、管径２００ミリ塩ビ管で、工事延長１６７．２メートルを推進工法で施工をい

たします。土かぶりにつきましては、開削工法の区間が平均１．３メートル程度、推

進工法の区間は平均２．４メートル程度の計画となっております。 

  なお、組み立てマンホールを７カ所、塩ビ製小型マンホールを４カ所、取りつけ管

を２８カ所設置をいたします。 

  以上、御審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（中村 勤君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑のある方。 

  １番慶徳議員。 

○１番（慶徳宏昭君） 午前中にも少し触れたんですが、本年度５本の工事をされると

いうことで、それが全部北小学校区に集中しております。かなりの交通の制限がされ

てくるだろうと思います。それと、子供たちの登下校時、ここの問題も解決しなきゃ

いけない問題があると思います。私が申し上げますのは、午前中ちょっと触れました

転石の問題。恐らくもうこの工事費に入っとるんか知りませんが、町長も触れられた

ようにボーリング調査、これ別契約になっとるかわかりませんが、これをして、恐ら

く地下の状況、砂か石かのようなものを調べてるんだろうと思います。これ、転石が

ないところはそれで効果があるかもわかりませんが、もうみくまり地区というのは転

石だらけ。例えば、１つの工事区間で３つか４つされるんだろうと思いますが、これ

じゃ意味がないんですよ。いい案はないかって午前中言うたんですが、昼に御飯食べ

よったらええ案が浮かびましたんで、ちょっとそういう方法をとれるんかどうか、回

答をいただきたいと思います。 

  というのは、魚釣りの好きな方は、自分の船に魚群探知機いうのをつけておられる

んですよ。これは船の上から音波か電波か知りませんが、海底へ反射させて、そのは

ね返る時間によって、水深、海の深さがわかるんですよね。それと同時に、魚探とい

うぐらいですから魚が探せるんですよ。ここにはいい魚群探知機になりますと、今ご

ろ魚、魚いうて言うてくれたり、例えばアジ、アジとかね、メバル、メバル言うてく
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れる魚群探知機があるんですよ。私も魚群がありますが、そんなのついておりません

けど、魚の印は出るんですよ。ですから、船でもそういった水深はかったり、そして

海底の状況を、マッドいうたら泥ですが、ロックいうたら岩です。マッドでも泥のよ

うなものか砂のようなものまで、その画面見たらわかるんですよ。 

  ですから、恐らくこういうふうに下水道工事するときにも、そんな機械が私もう開

発されてるんじゃないかと思うんですよ。例えば、大八車にそういう機械を積んで、

電波が音波か知りません、ダッダッダッダッいうて地下に打ち込んでいったら、例え

ば２メーター下には大きな石があるよとか、これは泥よとかいうのが私わかると思い

ますんで、そういった形でボーリング調査したって私のほうは意味がないと思います

んで、もしそういう機械でも開発されておるんであれば、ぜひこれからはそういう機

械を活用していただきたい。そうすることによって、設計変更いうのは出てきません

よ。恐らくここの２メートルの岩があるけ、これは金がかかるわ。最低レベルの金額

しか契約してないとおっしゃったけど、かなり詳細な設計額も見積もることができる

と思いますんで、ぜひそういう機械があれば採用していただきたいし、もしないんで

あれば、日本の技術力からすれば、それはそんな機械なんてすぐ開発されると思いま

すんで、ぜひともそういう団体のほうに、それを開発したら金になるよということを

ＰＲしていただきたいと思います。お願いします。 

○議長（中村 勤君） 要望でよろしいですね。答弁されますか。 

  下水道課長、答弁。 

○下水道課長（太刀掛雅博君） 慶徳議員の質問は、多分子供さんの通行関係、説明会

でもありましたし、それと今地中探査するものがあるかという話ですが、道路なんか

の空洞化を調べる機械はあるのは今承知してますが、そのほかについては今ちょっと

私は存じておりません。今回この工事の箇所では、ボーリングを２カ所しております。

それと、土質についてはある程度わかっておるわけですが、午前中の報告で行いまし

た転石については開削部分のことでございまして、推進部分についてはその土質に合

わせた工法を採用しておると。説明会等でも子供さんの通学路等心配されとりました

んで、その辺は調整は行いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） よろしいですか。 

  １番慶徳議員。 
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○１番（慶徳宏昭君） 今の質問は、子供の分はその分でいいんですけど、そういった

機械がないんであれば、ぜひ開発するように働きかけてくださいよ。それは無駄です

よ。３カ所おっしゃったんですかね、ボーリングされたんが。シールド工法なんてこ

うやって穴掘ってくんでしょう。あれも随分金かかるじゃないですか。ぜひともそれ

をやってなるべく安く上げる方法を考えていかないと。今度は下水道普及率が９割ぐ

らいですかね。でも、難しいところばっかりなんですよ。 

  心配しとるんが、５つもやって、もう私たちもそうですが、完全に通行を制限され

ますんで、ついでに言いますと、最近学校も、去年初めて聞いたんで、通学路の指定

がないんだそうですね。初めて聞きました。１０年前は、子供たち、ここの子はここ

通っていってこうやって帰れよって、私教育委員会行ったときにはそういうふうにや

ってたんですよ。去年、見守りしよって子供がばらばらに帰ってくるんです。午前中

はいいんですよ、工事開始は９時ですから、普通の道路通って行くんで。帰りがばら

ばらですから、見守りするほうが、年寄りばっかりがあっち行き、こっち行き往生し

て聞いたら、最近は通学路の指定がないんだと、学校が推奨してるんだというふうな

話を聞きました。このたびはどうするんかいうて、今下水道の説明会のときには私が

言うたんですよ、どこへ立てばいいんか。それはしっかり学校と、推奨でもいいから

こういうルートで子供たちは帰ってくるよということを言っていただかないと、せっ

かく見守りしよう、交通安全やろうとやっとっても無駄なことになりますんで。それ

はいいんですけど、本来の質問じゃないですから。 

  ぜひともそういう機械がないんなら、開発するように言うてくださいや。船、魚探

は何十年前に開発されてるんですから、絶対これ開発した業者はもうかりますんで、

これは要望しときます。 

○議長（中村 勤君） よろしいですか。ぜひ開発を要望しておきます。強く要望して

おきます。 

  ほかにございませんか。 

  １７番上原議員。 

○１７番（上原 貢君） 私はこの工事に関して、下水道工事だけでなしに水道工事の

ほうたくさん見ますけど、そういうときによく子供の事故をよく見るんですね。この

工事のために起こる事故なんですよ。工事をやってるがゆえに起こる事故を二、三度

見たことございまして、これは工事の担当者、現場が、工事の車両がある、その車両
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に片側通行の場合に隠れるんですね、向こう側が車両のためにね。それで、そこに車

が通ってるのがわからずに子供はいつも通ってる横断歩道を走って、子供は向こうで

友達が呼んだら行くわけですよ。そうすると、反対車両が来てるわけですね。だから

見えないんです、あっこが。工事車両によって反対側車線が見えないということによ

って、子供の事故は僕は二、三遍見ております。工事さえなければない事故だと私は

確信を持ってそう思いますが、そういうことについての配慮というのは、こういう、

なされているかどうかという質問と、ぜひなされてないんであれば、ただ単にこの工

事の警備だけじゃなしに、子供が歩くところ、いわゆる陰になるところ、工事車両に

よって陰になるところに対する警備を十分やっておいていただきたいという要望をし

ておきたいです。いかがでしょうか。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  建設部長。 

○建設部長（森島正二君） 上原議員さんからの御質問でございます。 

  これにつきましては、今回のこの工事につきましては、非常に狭いところ、特に県

道の府中・祇園線を入れていくということで、狭い道路内へ、また推進工法並びに開

削法でやっていくということですので、非常に通行にしても非常に狭いところを通行

さす必要があるということがございまして、要所、要所の節目のある交差点といいま

すか、それには常時交通整理員を配置して、事故がないような形で工事をしていくと

いうことで考えておるということでございますので、絶対公共事業で事故があっては

いけないというのは、これは絶対でございますので、その辺は十分に施工業者のほう

と町のほうと協議しながら、また安全対策に十分留意しながらやっていきたいという

ふうに思っております。よろしくお願いをいたします。 

○議長（中村 勤君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） ないようでしたら、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、お諮りします。 

  日程第１９、第３２号議案、工事請負契約の締結について、討論を省略し、原案の

とおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１９、第３２号議案、

工事請負契約の締結については、原案のとおり可決決定をいたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村 勤君） 日程第２０、第３３号議案、工事請負契約の締結についてを議

題に供します。 

  本件について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（和多利義之君） 第３３号議案、平成２４年６月１５日提出。 

  工事請負契約の締結について。 

  次の工事の契約を締結することについて、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得または処分に関する条例（昭和３９年条例第２５号）第２条の規定により議会の議

決を求める。 

                             府中町長 和多利義之 

  提案理由でございますが、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により条例で定

める契約を締結をするためでございます。 

  引き続き建設部長が説明をさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（森島正二君） 第３３号議案、工事請負契約の締結について補足説明をい

たします。 

  工事名、関連公共下水道２４－４築造工事。 

  工事場所、府中町みくまり二丁目、清水ケ丘の区域でございます。請負金額

４，９１８万２，０００円でございます。請負人、安芸郡府中町山田五丁目５番２号 

株式会社八幡建設。仮契約日につきましては、平成２４年５月２９日でございます。

工期につきましては、議会の議決のあった日の翌日から平成２５年３月１日まででご

ざいます。 

  工事内容につきましては、添付図面の第３３－１号議案参考資料により御説明をい

たします。 
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  今回の工事は、昨年度に引き続きまして砂原第２処理分区の汚水管の整備を実施し、

下水道の整備促進を図るものでございます。 

  平面図のほうをごらんください。 

  工事箇所は、みくまり二丁目と清水ケ丘の区域でございます。町道総社跡水分線、

町道のみくまり１０号線、清水ケ丘１号線内でございます。 

  赤色で表示している箇所は、管径２００ミリ塩ビ管で、工事延長１７１．３メート

ルを開削工法で施工をいたします。青色で表示している箇所は、管径２００ミリ塩ビ

管で、工事延長１０３．４メートルを推進工法で施工をいたします。土かぶりでござ

いますが、開削工法の区間は平均１．８メートル程度、推進工法の区間は平 均

４．６メートル程度の計画で、組み立てマンホールを６カ所、塩ビ製小型マンホール

を５カ所、取りつけ管を１４カ所設置をいたします。 

  なお、今回初めて榎川を横断をし、清水ケ丘、桜ケ丘地区整備の第一歩となってま

いります。 

  以上、御審議のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（中村 勤君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑のある方。 

  ６番吉田議員。 

○６番（吉田美江子君） 質疑いううちにちょっと疑問があって、私が理解ができない

ところがあるんで教えていただきたい、質問と同じじゃありますけれども。３２号議

案と３３号議案が、これを請け負われた業者さんが同じなんですよね。同じ日に入札

をして、ほいで契約がして、違うんですが、この業者さんで何かメリットがあって同

じ業者にされたのか。金額のことを言われりゃまた別なんですけど、３２号議案にお

いては、一番高いところと安いところいうたら、ちょっと２，０００万円から差があ

りますよね。八幡建設がどうなんかいうて私がはっきり説明ができるわけではありま

せんが、同じところに両方やらすというメリットがあれば、教えていただきたい。 

○議長（中村 勤君） １４番中村武弘議員。 

○１４番（中村武弘君） 質問するなという話じゃったんですが、ちょっと今のことで

お聞きしたいんですが、今吉田議員が言われたように、きょう議決してから２つの工

事が同じ建設業者から出ますけど、同時発信で別々の工事をやっていくの。いうのは、

推進工法いうことはある程度時間がかかるだろう思うし、その機械そのものはリース
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で借りてこられるんか、技術者もリースで来てもらうんかどうか知りませんけど。と

いうのは、片一方、今の埃宮の前のほうを、期間が平成２５年３月１５日までと書い

てありますけど、先にやって、みくまり二丁目か、あれを秋に、後期にやるの。それ

とも同時進行で、早よ言や機械を２つ持ってきてやるの。同じ業者だからそういうこ

とになるだろう。正直言うて、私ら早く下水が入るのを待ちよるんです。同じ１年間

じゃいうても、それだけおくれるいうことですからね。半分ずつやっていく、半分い

うか工期を１つずつやって済ませていく、それはどっちが先になるか知りませんけど、

まずそれを教えてください。 

○議長（中村 勤君） 梶川議員、ちょっと待ってくださいね。お二方の答弁を。答弁。 

  監理課兼職次長。 

○建設部次長（和田敏信君） 吉田議員の御質問でございますけども、八幡建設、町内

業者の業者でございますが、２件確かにとっております。これにつきましては、メリ

ット、デメリットというよりも、この２件ということで、技術者の数がそれぞれ１名

ずつ、もし仮にとったにしても配置できるということで、結果的ではございますけど

も、予定価格、それから最低制限価格の範囲内で一番低い業者ということで、八幡建

設さんが結果的に入札の結果、２件落札したということでございました。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） 下水道課長。 

○下水道課長（太刀掛雅博君） 吉田議員と中村議員の御質問ですが、まずメリットと

いうことが出たと思うんですが、工事箇所が近いために、この議案が通った後に経費

調整を行います。ですから、別業者が、２社がとったよりは安くなります。 

  それと、推進機械を持ち回ってやるのかという話だったと思いますが、これは今仮

契約時点なんで、業者とまだ詰めておりません。推進がすべて同じ機械でできるかと

いうと、推進いう表現してますが、いろいろタイプがございますんで、先ほど議決い

ただいた工事とこの工事は同じ機械でできるというわけでもございません。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） 中村武弘議員の質問は、早くやってほしいということが一番の

目的なんだけど、同じ業者になったから、どういうんですか、ある時期にどこどこを

やって、その後にこう来るんじゃないかというようなことを質問されたと思うんです

ね。それの答弁は。 
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  下水道課長。 

○下水道課長（太刀掛雅博君） 当然監督員は２人つきますんで、下請等はどういうと

ころが入るかわかりませんが、２つとったからといって、工程に影響があるような施

工計画が出てきた場合は、うちのほうから指導いたします。 

  以上です。 

○議長（中村 勤君） ６番吉田議員。 

○６番（吉田美江子君） 特別のメリットはなしと。これは入札のときに都合のええ価

格であったというだけで２つが同じ業者が両方とられることになって、同じような期

日に仕事を始められるというようなことなんですが、この議会でここまで質問が出た

ら、議員さんを始め町民の目もしっかりそこに張りつくと思うんです。ましてや今の

地の底の岩盤が出たりするのは見えやせんじゃないかと、早よ見つける機械をつくん

なさいませやいうても、我がつくるんでないわけじゃから、なかなか思うようにはい

きませんけれども、これらを含めて同じようなところを同じ業者がされるんなら、

２つの業者で同時に進行されても早くできていい仕事ができるんじゃないかな。親会

社がするんじゃないよ、子会社に分けるんよというような今の回答ではございました

けれども、それはそうでしょう、下請へ出されるんだろうとは思いますが、それにし

ても今仕事がなくてみんな困ってるときに、ちょっと考慮するのも行政の仕事じゃな

いかなと思います。みんなの目が光ってるということだけは、ここまで質問が出まし

たらお互いに気にしておりますから、そこらあたりも十分に把握をしていただきたい、

このように私は忠告じゃないけれども、意見として言わせていただきます。今になっ

て安いけ、ちょうどええ値段じゃったけ落としたんじゃって言いよるものを、これを

しちゃいけんという法律ありませんので、これは止めません。だけど、同じところに

同時にさせたほうがよかったかどうかっていうのは、また別な問題があると思います

ので、ここらに対する判断はこれから後と思いますので、現実を見合わせてよろしく

御指導をしていただきたい、かように要望をしておきます。 

○議長（中村 勤君） よろしくお願いいたします。 

  １４番中村武弘議員。 

○１４番（中村武弘君） ２４－４の築造工事のほうですけど、これ当然本管のほうを

先にやっていうことは、推進を先にやってその後に開削をやられるんだと思うんです

けど、開削をやられるのが、今推進やっていたら、今からやれば大体秋口になるんか
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どうかはわかりませんけど、監理課の方がおられるからわかっておられると思います

けど、榎川と書いてある、この字で書いてある榎という字のところに私設の橋がかか

ります。これは今から、本来ならもう許可出て取りかかりたいんですけど、大雨が降

ったり、護岸を要するに石垣を取って橋げたをこしらえるのに、橋げたじゃない、橋

脚か、今は無理ということで秋から取りかかると聞いております。ということは、仮

に秋になったら同じところが、道路が、片側は川側、片側は多分これ今の下水のほう

は家側のほうになるんだろう思いますけど、同時になったらここ通れなくなるんです

よね、はっきり言いまして。どっちみち一月ぐらいはかかります、はっきり言うて。

その辺をわかっとって計画しておられるんかどうか、ちょっとその辺をお願いいたし

ます。 

○議長（中村 勤君） 答弁。 

  下水道課長。 

○下水道課長（太刀掛雅博君） 情報として橋かけるという情報は、監理課のほうから

いただいております。これは公共でなくて民間で、その近くで。その辺も当然工事が

おくれないように調整はしたいと思っております。 

○議長（中村 勤君） ９番梶川議員。 

○９番（梶川三樹夫君） 先ほどの６番吉田議員さんとほぼ同じ意見なんですけども、

一言。これからのやり方なんですけども、こうして入札が２つ、同じ１０分おくれで

あって、同じような規模の工事が出ますよね。ほいで、こういう業界今本当に厳しい

状況だと思いますし、今ワークシェアリングというような、勤めの形態も変えようじ

ゃないかというような、仕事を分けてやろうじゃないかという時代でもありますので、

例えば１つとられたら、そこは外して次をやるとかいう方法もあるんじゃないかなと

いうふうに思いますので、そこらも検討していただきたいというふうに思います。要

望です。 

○議長（中村 勤君） 要望でよろしいですか。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村 勤君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） なければ、討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） お諮りします。 
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  日程第２０、第３３号議案、工事請負契約の締結について、討論を省略し、原案の

とおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議なしと認めます。よって、日程第２０、第３３号議案、

工事請負契約の締結については、原案のとおり可決決定をいたしました。 

  ここでお諮りいたします。本日はこれをもって散会とし、６月１８日午前９時

３０分から会議を開くことにいたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村 勤君） 御異議ないものと認めます。よって、本日は散会とし、６月

１８日午前９時３０分から会議を開くことと決し、これをもって散会といたします。 

（散会 午後３時３０分） 
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